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　神が戦っているとき、世界は悪の正体を知る








◆◆◆






　月が世界を照らしていた。その光は太陽と違い、すべてをさらけ出す力はない。ところどころに闇やみを作り、隠したいものは綺き麗れいに隠してしまう。

　荒れた高台の岩場に立つ銀髪の男が、じっと空を見上げている。肩から下がったマントを、冷たい夜風がはためかせていた。

　狼おおかみの遠とお吠ぼえに、銀髪の男は、今は黒い塊かたまりにしか見えない森を見つめた。

「万能でない神など、本物の神では」ない」

　呟つぶやきに答えるように、またもや狼の遠吠えが聞こえた。いつかその数は増し、森のいたるところから遠吠えが聞こえた。

　遠くに町の灯あかりが揺らめいている。夜を知らない町には、神を知らない人間達が、今こ宵よいも歓かん楽らくに明け暮れていた。

「偽にせ物ものの神に、世界が救えるものか」

　銀髪の男は、自分が奪いたいと思った男の髪に似た、淡あわい金色の月を再び見上げ、ぞっとするほど美しく、けれど冷たい笑いを口元に浮かべた。








◆◆◆






　ウラル歴、五百八十三年。豊かだった小国ウラルは、隣国ハッシュウィルに攻め込まれ陥かん落らくした。だがハッシュウィルは、一国を手に入れただけでは満足せず、さらに近隣のゴシュラムまでも攻め落とそうとしていた。

　ゴシュラムとの国境沿いには、ハッシュウィルの兵が集まって野営している。その数は、日々増していった。

　月明かりの中、きらきらと輝く白い被ひ毛もうをした獣けものが駆けていく。灰色の美しい斑はん紋もんと、とても獣とは思えない、理知的な青い目をしたその白しろ豹ひようには、ウラル神が宿っていた。

『あーあ、眠れないってのは、辛つらいものがあるなぁ。昼は昼で、ラウル・メイデンになって作戦会議。夜は夜で、自分から進んで偵てい察さつだからなぁ』

　ウラルは野営地に近づき、新たな武器の確認をする。ハッシュウィルを率ひきいる第一王子、冷れい酷こくなハイルもこの野営地にいるだろう。

　ハイルのことを思うと不安になった。人間が本来備えているべき善の心を、完全に失っているように思えるのだ。

　ウラルがはるか遠い故郷からこの地にたどり着いたばかりの頃、人は皆純じゆん朴ぼくで、ささやかな悪事しか行わない生き物だった。

　それがいつの間に、こんな残ざん虐ぎやくな心を持つ生き物に進化したのだろう。

『大砲か。それに強化された甲かつ冑ちゆうに盾たて。製鉄技術が発達してるな』

　暗闇に身を潜ひそめて、敵情視察をしていたウラルは、その時、獣の気配を感じた。

『ん……』

　どんなに獰どう猛もうな野獣でも、心を穏やかにさせることができる。自分に敵対する獣などいないと思っていたウラルは、獣の異様なまでの殺気に驚いた。

『何だ？』

　闇に目を凝こらすと、じっとこっちを窺うかがっている赤い目に気がついた。

　身を隠している闇よりも黒い毛を持つ、大きな狼だ。

『落ち着け。いいか、俺は敵じゃない』

「ウ――ッ」

　牙きばを剝むき、今にも襲いかかってこようとする狼には、邪悪な殺意しか感じられなかった。

　狼の巨体が、暗闇の中から飛び出してきて、ウラルに飛びかかってこようとした瞬間、ウラルは勢いよく走りだしていた。

　狼よりも白豹は俊しゆん敏びんに動ける。そして足は速い。けれど嚙かみつかれたら最後、狼のほうが力ははるかに強かった。

『おいおい、何だってんだ。お前の体に乗り移るぞ』

　必死になって逃げなければならなくなるとは、ウラルにとっても予想外の出来事だった。

『おかしいな……』

　ウラルの研とぎ澄すまされた感覚は、遠くにいる人の気配に気がつく。

『ハイルか？　いや、違う。あれは誰だ』

　強い気を持つ男だ。

　その男が狼に命じて、ウラルを追わせているのは明らかだった。

『狼を使うなんて、かなりの気を持った人間だな』

　狼は匂いをたどって、どこまでも追ってくる。そこでウラルは、あまり好きではない川の水に飛び込んで、向こう岸まで必死に泳いだ。

『あれは誰だ。まさかハイルのような、冷酷な心の男が、まだいるってことなのか？　おい、どうなってんだよ。お前らには神様がいないのか？　人としての正しい心を、どこに置いてきたんだよ』

　ウラルには誰も教えてはくれない。

　なぜならウラルこそが神なのだから、教えることはあっても滅めつ多たに教えられることはないのだ。

『この体で、水に飛び込むのは嫌なもんだな。んっ……まずいっ』

　川を渡れば、簡単に逃げ延びられると思った。ところが狼は、同じように川を泳いでウラルに近づいてきた。

　一瞬のうちに追いつかれ、ウラルはこれまで一度も経験したことがない、負けるという屈くつ辱じよくを味わされていた。








◆◆◆






　私はウラルの第一王女。謹つつしんで、あなたの求婚を受け、生涯を共にすると誓ちかいます。

　神殿の前で、シーナは厳おごそかに誓っている。着ているドレスは純白で、朝に摘つまれた白い花で飾られていた。

　シーナは婚こん姻いんの相手の顔を見る。

　黒い髪に黒の瞳。高い鼻び梁りように、意志の強さを感じさせる口元。長身の逞たくましい男は、シーナがよく知っている男だ。

　相手の手を取り、誓いのキスをしようとしたその時、シーナのドレスがみるみる赤く染まっていった。

（あっ……）

　そして赤くなったドレスは、いつしか男物の服になり、甲冑が全身を覆おおっていた。

（あなたは私を騙だましたんだな）

　婚こん姻いん相手となるはずだった、美しい男はシーナを睨にらみつけた。

（いいえ、いいえ、騙したくて騙したのではありません）

（でも騙したんだ）

「違うわ。騙したかったんじゃないの」

　シーナは自分の声に驚いて目覚めた。

　ゴシュラムの王宮の中、シーナに与えられた部屋の窓からは、暁あかつきのぼんやりとした藍あい色いろの空に、ゾエラ山が黒いシルエットとなっているのが見える。じきに夜明けを告げる最初の光が山の端から昇ってきて、眼下の町を照らし出すだろう。

　ベッドから抜け出したシーナは、顔が濡ぬれていたので慌あわてて手のひらで拭ぬぐった。どうやら夢が悲しくて、泣いていたようだ。

「ウラル……」

　白豹の体の温もりに触れれば、悲しみは癒いやされる。ところが優しい温ぬくもりをくれるウラルの姿はどこにもなかった。

「おかしいわ。もうじき夜が明けるっていうのに、どこまで行ってしまったのかしら」

　不思議な神、ウラルの力によって、シーナは日中男になり、ラウル・フォー・メイデン子爵と名乗って、ゴシュラムの若き君主、ゴート王の忠実な騎士として仕つかえることが可能なのだ。

　ウラルがいなければ、シーナは女の体のままでいなければいけない。

　悲しいことに、身分を隠し、男となって仕えたゴート王に対して、シーナは恋してしまった。

　日中はそんな感情は決して出さず、ひたすら王に仕えている。けれど夜に見る夢の中では、シーナの本音が零こぼれ出て、悲しみの涙を流させるのだ。

「困ったわ。ゴート様に朝食を一緒に摂とるように言われてるのに」

　それだけで心配しているのではない。日中はずっとシーナの脳内にウラルがいるせいで、今やウラルはシーナにとって父であり、兄であり、誰よりも大切な友だった。

　そんなウラルが、夜は敵情視察に出かけている。何かあったのかと、心配するのが当然だ。

　空はどんどん白み始める。けれど白豹に取り憑ついたウラルは戻らない。

「何もなければいいけれど」

　窓辺に佇たたずむシーナは、その時、やっと待ちかまえていたものの姿をとらえた。

「ウラル！」

　ところが勢いよく部屋に飛び込んできたその姿を見た瞬間、シーナの口から漏もれたのはまず悲鳴だった。

「どうしたのウラル。怪け我がしてるわ」

　白豹の体を抱き、背中についた血の部分を点検した。

『ようっ、お嬢ちゃん、今け朝さのお目覚めの気分はどうだい？』

「いいわけないでしょ。ウラルがいないし、帰ってきたと思ったら、そんな姿なんですもの」

『怪我はたいしたことはない。軽く背中を一ひと嚙かみされただけさ』

　けれど実際はたいしたことだったのだ。白豹は荒あらい息をしている。

「傷薬を塗ってあげる。それまではまだその中にいて」

『ああ、少しは眠らせてやらないとな。こいつもかなりがんばってはくれたんだが』

　シーナは、ウラル国の神官達が調合した傷薬を、白豹の背中に塗り込めた。

「もう、そんな危ない偵察なんてやめて」

『そうもいかない。ハイルの作り出した武器で、ゴシュラムの兵士達が命を落とすのを見たくはないからな』

　薬を塗り込めると、薄い布を裂さいて白豹の体に巻きつけた。それが終わると同時に、白豹の中から緑色の煙のようなものが出てきて、シーナの中に入っていった。

「おはようございます、ラウル様」

　隣の従者の控ひかえ室から、その時、オズベルトが姿を現した。寝ね間ま着きの薄物一枚しか着ていなかったシーナの体は、そのままでは女であることがすぐにばれてしまっただろう。

　けれどウラルが入った瞬間、シーナは少し瘦やせてはいるが、十七歳の若者らしい体に変化していた。

「声が聞こえたものですから、何かあったのかなと思いまして」

　十三歳の侍じ従じゆうのオズベルトは、まだ眠そうな顔をしていたが、白豹の姿を見るとはっきりと目を覚ました。

「どうしたんですか、その怪我？」

「狩かりに出ていて、怪我をしたようだ。野犬の群れにでも襲おそわれたんだろう」

　シーナは自分のベッドの足に、白豹の首輪につけた鎖くさりの先を繫つなぐ。

　疲れ切っているのか、白豹はすぐに体を丸めて眠ってしまった。

「オズベルト、今朝はゴート王と朝食を摂ることになっている。着替えを用意してくれ」

「はい」

　オズベルトは白豹を気遣いながらも、シーナのための着替えを用意し始める。

『おかしな狼がいた。誰かに、心を支配されているんだな』

　ウラルの呟きに、シーナは顔を洗うために水を用意している手を止める。

『ウラルと同じような魔法を使う者が、他にもいるってこと？』

『俺のやり方は、誰にも真ま似ねできないさ。神様だけの特別な力だからな。もっと違う方法で、動物を繰あやつれる人間がいるってことだ』

　そんな人間が本当にいるのだろうか。疑問に思いながら、シーナは顔を洗う。冷たい水が、シーナの気を引き締めてくれた。

『人間はまだまだ進化の過程にいる。これからどんな人間が現れるか、俺にも予測はつかないんだ』

『そんな力を、いいことに使う人間ばかりじゃないのが、恐ろしいことね』

『そのとおり。ハイルのように、善の心を失った人間がそんな力を持ったら、どんなに恐ろしいことになるのか』

　ラウルと脳内で会話している間、シーナはずっと押し黙っている。オズベルトはそんなシーナの様子を見守りながら、着替えの服を用意した。

　朝食に同席するだけだから、正装は必要ない。だが王の前に出るのだから、戦闘訓練に出る時のような、普段着でもまずかった。

　仕立てたばかりのシャツと、あまり飾りのない緑の上着だ。足元はブーツではなく、王宮内でよく履はかれている、毛皮をはった柔らかな靴くつにした。

「オズベルト、私がいなくても、ちゃんと朝食を摂るように」

　着替えを終えたシーナは命じる。

「はい。しばらく僕はご不要でしょうから、今日は母と朝食を摂ります」

「それはいいことだね」

　シーナは少し悲しくなる。

　親と食事することは、もう二度とできない。ハッシュウィルの無敗軍団によって、両親とも殺されてしまったからだ。

　たった一人の肉親である双子の兄アレンも、記憶を失い、幼児のようになってしまって、まともな会話すらできなかった。

　家族と過ごす幸せを、取り戻すことはできない。失ったものを懐なつかしむより、今のシーナにできることは、ひたすら前を向いて歩き続けるだけだ。

　王の部屋は、シーナの部屋より上階にある。シーナは部屋を出ると、一人で階段を上がっていった。

　明かり取りの窓からは、朝日に照らされたゴシュラムの町並みが見渡せた。高い尖せん塔とうを持つ建物が治療院で、そこにアレンはウラルの神官達に守られて暮らしているのだ。

　会いたくてもままならない。シーナには、ゴート王の第一騎士という仕事があるし、ゴシュラムの騎士団をまとめる、軍の参さん謀ぼうとしての仕事もあった。

　王の部屋の入り口では、警護の兵と侍従がシーナを出迎える。ゴート王はすでにテーブルに着いていた。

「おはようございます」

　シーナは笑顔で挨あい拶さつした。

　ゴート王はいつも、朝食は自室で特別に親しい者とだけ摂る。相手はたいがい母親の皇こう太たい后ごうと、許いい嫁なずけのレディ・サナで、たまに国務大臣などの王国内の主要人物が招かれた。

　騎士が招かれることは滅多にない。ましてやメイデン子爵は王の第一騎士だ。食事が終わり、王が政務に就つけば一日側にいるのだから、話したいことがあればいつでも話せる。

　わざわざ朝食にまで同席させるからには、特別な話があるのだ。

　シーナには大体想像がつく。

「おはよう、ラウル・メイデン。今朝の目覚めはどうだった」

　席を勧めながら、ゴート王も笑顔で訊きいてきた。

「悪い夢ばかり見ます。ハッシュウィルとの戦いを前にして、緊張しているのかもしれません」

「そうだな。今は誰もが、戦いを前にして緊張している」

　緊張しているはずなのに、食事を前にすると、シーナの自制心は吹き飛んだ。

　ウラルが体内に宿ると、体力をものすごく消しよう耗もうする。そのために普段の何倍もの食事が必要になるのだ。

「それでもラウルの食欲が落ちることはないんだろ？　好きなだけ食べるといい」

「はい……遠慮なくいただきます」

　王の食卓は豪ごう華かだ。けれどシーナの大好きな揚あげパンは庶しよ民みんの食べ物なので、ここにはない。代わりにドライフルーツを混ぜたパンや、贅ぜい沢たくにもチーズやハムをたくさん混ぜたパンがある。

　搾しぼりたてのミルクに、新鮮な果物の果汁、茹ゆでたガチョウの卵もあって、シーナはごくっと喉のどを鳴らした。

　レディの慎つつしみとは無縁でいられるのが嬉しい。シーナは若い騎士らしく、王の前でも遠慮することなく、おいしい料理をぱくついた。

「いつ見ても、いい食べっぷりだ」

　ゴート王は微ほほ笑えみながら、シーナの様子を見守っている。

「ところで……妹君はお元気かな」

　明日の予定はどうなっていると訊くように、ゴート王はさりげなく言ったつもりなのだろうが、いつになく声が上うわずっているようにシーナには聞こえた。

「先日の宴うたげ以来、姿を見ていないが、宮廷内に呼び寄せたりはしないのか？」

　シーナの姿に戻って、ゴート王と宴の席で踊った。あの時に感じた胸のときめきが、再び蘇よみがえる。

　それにつられて、夢もまた蘇った。

　婚姻の相手は、紛まぎれもなく目の前にいるゴート王だ。

　シーナは自分の本当の正体が、ゴート王が慕したうラウルの妹本人だとは、どうしても言えない。騙していることの心苦しさで、あんな夢を見てしまうのだろう。

「妹は……二度と呼びません」

　何もかも忘れたくて、シーナはわざと男らしく、豪ごう快かいに次々と食べ物を口にする。

　まさかこの大食いの騎士が、共にダンスを踊ったレディだとは、ゴート王も想像できないだろう。

「なぜ呼ばないのだ」

「戦いくさを前にしています。私にとってはたった一人の身内ですから、安全な場所に隠しておきたいのです」

「この城に匿かくまえば、もっと安全だ」

「いいえ……攻め込まれたら、城は決して安全な場所ではありません。それに城にまで攻め込まれるような事態に陥おちいったら、それは……我が軍にとって敗戦の時でしょう」

　ゴート王の提案など、絶対に聞き入れないといったシーナの態度に、最初は友好的だったゴート王の顔つきも険けわしくなる。

「ラウル、もしかしてこの私に、妹君を娶めとらせたくないのか」

「あんなののどこがいいんです？　ゴート様の気が知れない。レディ・サナのほうが、ずっとお淑しとやかで美しく、知性に溢あふれてますよ」

　真剣に話し合っているというのに、シーナの手はパンを摑つかみっぱなしだ。チーズとハムが入ったパンは、これまで食べたどんなものよりもおいしく感じられて、あっという間に籠かごの中は空からになっていた。

　ゴート王も不機嫌を誤ご魔ま化かすためか、パンをむしゃむしゃと食べ始める。給仕をしていた侍従は、慌ててパンのおかわりを用意するために、階下にある厨ちゆう房ぼうまで走っていた。

「サナとの婚約は解消すると約束しただろう？　それだけでは、私の誠意を信じられないというのか？」

「ちっとも淑やかじゃありませんが、あれでも一応レディです。ゴート様がいつも相手にしているような、遊あそび女めとは違いますから……」

　つい嫌みな言い方をしてしまった。

　許嫁のレディ・サナというものがありながら、遊び女と戯たわむれていたことが、シーナにはまだ許せないのだ。

「妹君を遊び女と同じになど、扱ってはいない」

　二人は同時にゆで卵に手を出す。そしてパンパンと勢いよく殻からを割って、岩がん塩えんを付けて食べ始める。

「そもそも、後こう宮きゆうというのは、世よ継つぎを作れる帝王となるために、必要な場所なのだ。ウラルにはなかったのか？」

「ありませんともっ！　そんなことは、何もあんなふうに教えられなくても、婚姻の前に神官や侍従長が教えてくれるものです」

「何の経験もなかったら、失敗することもある」

「失敗しないことだってありますよ」

　パンが到着するまでの間、二人の間には、どんどん卵の殻が積み上げられていく。喉が詰まったシーナは、慌ててオレンジの果汁を流し込みながら、さらに食べ続けた。

　黙って殻を剝むいていたシーナは、その時、もはや二人の間に、秘密は一つしかないことに気がついた。

　ゴート王はシーナがアレンだとわかっている。シーナもあえて隠そうとはしない。

　ただ一つの秘密は、シーナがアレンのふりをしているというだけだ。

「ラウル……貴殿、妹君を愛しているのか？」

「……」

「双子だと聞いた。この世に、同じ時に生を受け、ずっと共に育ったとなったら、御おん身みの片割れのように愛いとしく思っているだろう。だが、どんなに愛しくても、兄と妹が結ばれることは許されない」

「そんな……気持ちはありません」

　もしここにいるのがアレンだったら、何と答えるのか。

　シーナは誰にも渡さないと言っただろうか。

　いや、アレンは決してそんなことは言わない。剣を竪たて琴ごとに持ち替え、甲冑をドレスに着替え、さっさと嫁とついでしまえと言うに決まっていた。

「父君を亡なくされて、父親代わりになっている気持ちはわかる。残念ながら私の兄弟達は、幼い時に流は行やり病やまいで亡くなったから、兄弟愛というものはよく知らないが、サナを妹のように思っている気持ちの中には、父親のような部分もあるからな」

「父の代わりにはなれません……まだまだです」

「父君だったら、私を妹君の婚姻の相手として認めると思うか？」

　シーナは答えなかった。

　もし何事もなく平和なままだったら、ウラル国の先王ソムリヤは、ゴート王とシーナの婚姻を喜んで受け入れただろう。

『しかし熱い男だな。シーナ、ここまで求愛されて嬉しいだろう』

『ウラルは黙だまってて。出てこないでよ』

　シーナが沈黙していると、ゴート王も何か考えるように押し黙る。

「お待たせいたしました。先ほどと少し違うパンですが、その、メイデン子爵のお好きな揚げパンを至急ご用意いたしましたので」

　侍従が焼きたてのパンが数種類載った籠を、二人の間に置いた。

「朝からこんなにパンや卵を食べたのは、実に久しぶりだ。ラウル、その瘦やせた体のどこに、これだけのものが入っていくんだ」

　ゴート王はいつもの優しい笑顔を取り戻し、シーナの前にパン籠を移動する。

「焼きたてだ。食べるといい」

「陛下……」

　シーナは揚げパンを自分用のパン皿に移す。揚げたてで、触るのもまだ熱いくらいだ。そこにテーブルの上に置かれていた蜂はち蜜みつを取って、たっぷりと上からかけた。

　大好きなものを前にしているのに、いつもの喜びはない。

　胸の奥に、何かもやもやとした悲しみの塊があって、それがシーナから喜びを奪っていく。

『しょうがねぇな。お嬢ちゃん、ここは神様がうまくやってやるから、しばらくはおとなしく揚げパンでも食べてな』

『ウラル……』

「陛下、それでは本心を包み隠さず申し上げます」

　突然、シーナの口調が変わったので、ゴート王は不思議そうにじっとシーナを見つめる。

「私は、自国の再建をしなければなりませんが、その前に命を落とすかもしれません。そうなったら、これまで続いてきた王族の血を引く者がいなくなってしまいます」

　シーナも食べるのをやめて、ゴート王を見つめて言う。

　黙ってシーナの話に耳を傾けてくれるゴート王を見ていると、この人こそ自分の待ち望んでいた男だと、シーナの胸は震える。

　ゴート王は、たとえ相手が女や子供でも、こうして話を真しん摯しに聞ける男なのだ。権力もあり、腕力もあるというだけで、か弱い者の話に耳を傾けない、傲ごう慢まんな男達とは違う。

　ラウル・メイデンが相手ではなく、シーナを前にしても、ゴート王は同じように話を聞いてくれるだろう。そして時にはさりげなく自分の意見を言い、シーナが間違っていたら、優しく諭さとし、教え導いてくれるのだ。

　そんな男に寄り添えたら、どんなに幸せかわかっていても、シーナはこの求愛を受け入れることはできない。

「私が死ねば、妹は次代の女王です。その時には、自国の者と婚姻するべきだと、私は思っているのです」

「王の血筋がそんなに大切なことなのか？　王族でなくとも、より優すぐれた者が王座に座ってもいいと私は思っている。だからこそ、毎年のように武術大会を催もよおしたりして、自身を鍛きたえてもいるのだ」

「それは平和な時だからできることなのです。国を再建する時には、民には心の支えが必要となるでしょう。それは神であり、また正しい政まつりごとを行える、由ゆい緒しよ正しい王だと私は思います」

　ウラルの生み出す言葉は、いつでも説得力がある。

　ゴート王も、さすがに考え込む表情になっていた。

「陛下、あなたは素晴らしい王です。心から尊敬しております。もし平和な時代でしたら、妹が嫌がって、わめこうが暴れようが、私はあなたの素晴らしさを教えて、さっさと嫁げと尻を叩いたでしょう」

『ウ、ウラル、そんな言い方って何っ！　ひ、ひどいわ』

「では私は、何があってもラウルの命を守らねばならないな」

　黒色をしたゴート王の瞳が、ひたとシーナを見つめる。

「陛下、駆け引きをしているつもりはありません。今考えるべきことは、ただ一つ。ハッシュウィルとの戦いに勝利する。それだけです」

「そうだな。恋に浮かれているような時ではない。だがラウル、盟めい友ゆうとしてわかって欲しい」

　寂さびしげな顔となったゴート王は、視線を窓の外に向けながら言った。

「私はこの歳としになって、初めて本当の恋というものを知ったんだ」

「婚約者がいるのにですか」

「父が亡くなる前に、サナとの正式な婚約が決められた。父が安心して冥めい界かいに旅立つには、それが必要だったからだ」

「でも最初からその約束で、宮中でレディ・サナは暮らしていたと聞きましたが」

「幼いうちから婚約者の家で暮らすことは、この国の王族ではよくあることだ。だがその後、婚約を解消する自由は認められている。現に私だって、サナとの婚約解消は真剣に考えているだろう」

　シーナの気持ちは複雑だ。それでレディ・サナが幸せなら、何も問題はないのだろうが、彼女の本心はまだよくわからない。

「成人してからは、世継ぎを作るためにと後宮を与えられた。妹のようなサナと婚姻し、名前もよく知らない遊び女と、体だけ結ばれる。どこかでそんな生活に、虚むなしさを感じていたんだ。そんな時に……」

「陛下は恋に憧あこがれているだけです。妹のことなど、何も知らないでしょう？　ただこの私に似た、金色の髪に惹ひかれただけかもしれない」

　その言葉に、ゴート王はまた優しく笑う。

「ラウルを見ていれば、妹君の性格は想像がつく。一緒に育ったとなったら、さぞかし似ていることだろう。様々な国の王族とも知り合ったが、ラウル・メイデン、いや、アレン・ウルナイ王子、貴殿ほど卓たく越えつした人物を私は知らない」

　それは違う。

　優れているのは、この体に神を宿しているからだ。

　ただのシーナは、刺し繡しゆうや詩の朗読より、乗馬や狩りが好きな変わり者の姫というだけ。

　アレンにしてもそうだ。血けつ気き盛さかんな十七歳の若き王子というだけだった。

「神の力を借りているからです」

「謙けん虚きよだな。この国には、ウラルのような神はいない。名もない、土ど俗ぞくの神が祀まつられているだけだ。信仰はそんなにも人を強くするものなのか？」

「いえ、ウラルの神は、正義を行おうとするだけです。ですから私も、神に恥じない、心根の正しい人間でありたいと思っているだけなんです」

「妹君も同じような心根を持っているのだろう。だったら、私と共に生きるにふさわしい女性だ。ラウル、私はそう簡単には諦あきらめない。こうなったら、貴殿を何があっても守り、ウラルの再建に力を貸そう」

　何があってもとゴート王が口にするからには、本当に諦めないだろう。

　シーナはほっとため息をついた。

『まいったなぁ。本当に手のつけようがない熱さだ』

『でもウラル……少しゴート様が羨うらやましい』

『どうして？』

『アレンは……恋をしたこともないのよ。あのままずっと、心の闇の中に閉じ込められているのかしら』

『……揚げパンを食べよう。わざわざ俺達のために作ってくれたんだ。それからまた考えるさ』

『ウラルったら……』

　治療院で乳ち兄きよう弟だいのミトリに守られて暮らすアレンへと、シーナの思いは傾いていく。

　もしアレンが以前のままだったら、ゴート王とはいい友人になれただろう。そして一緒に狩りをしたり、カードや駒こまを使ってするゲームを楽しんだかもしれない。

「妹君は何が好きなのだろう」

　ゴート王は小声で訊いてきた。

「贈り物をするくらいは許せ。私は、その……女性の歓かん心しんを手に入れる方法などよく知らないんだ。彼女は、どんなものを贈られたら喜ぶのかな」

「えっ、揚げパン……ではなくて、その……」

　シーナは慌てた。もしゴート王から何か贈られたりしたら、シーナは一生の宝物にするだろう。

「宝石をいきなり贈るのは失礼だな」

　わくわくした声で、ゴート王は言う。その様子を見ていると、シーナの心も弾はずんだ。

「狩りがお好きだというなら、小型の弓はどうだろう。女性でも引ける弓を作らせるが」

「陛下……」

「そうだ。弓がいい。一緒に狩りに誘う口実にもなる」

　ゴート王は一人でにこにこと笑っていた。

　明らかにゴート王は、シーナ本人に出会ってから様子がおかしい。

　本人を前にしていると知ったら、決してこんなみっともないところは見せないだろう。

　騙したんだ……。

　夢の中の言葉がまた蘇ってきて、シーナの心を暗くする。

　今、ウラルの国民にとって必要なのは、シーナではない。

　やはり正統な王位継承者、アレンなのだ。
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　ハッシュウィルの無敗軍団の野営地では、もうもうと煙が上がっていた。

　今やどんどん数を増していく兵達のために、朝食の準備がされている。そのために、近くの森はほとんど刈かられ、まだ十分に乾いていない薪まきで火を熾おこすから、煙が余計にひどいことになっているのだ。

　積み上げた薪の上には、豚ぶたが一頭吊つるされている。特別に作られた窯かまの中では、雑ざつ穀こく入りの堅いパンが次々と焼かれていた。

　野営地にはテントなどない。兵達は皆、荒れ地に与えられた毛布を敷しいて、焚たき火びを囲んで眠っている。

　目覚めた者達が、並んで水を貰もらっている。海に流れ込む河か口こうの水は、濁っていて塩しお辛からい。それでも兵達は、文句も言わずに革袋に入れていた。

　深い霧きりと煙で、視界はかなり悪い。そんな中、一人の大柄な男が、漆しつ黒こくのマントを揺らして歩いていく。

　何者だと、声をかける兵はいない。なぜなら男は大きな狼を連れていて、何かおかしなことでも仕掛けたら、途端に狼が牙を剝きそうで恐ろしかったからだ。

　男はマントの下に、鈍にび色いろの甲冑を着けている。腰には通常のものよりかなり大きな長剣を下げていた。

　焚き火の側を男が通った時、その顔がはっきりと照らし出される。

　黒くて太い眉まゆの下には、人の心まですべて見抜いてしまうような、眼光の鋭するどい黒い瞳があった。

「ここか……」

　荒れ地の一画に、豪ごう奢しやなテントが張られている。入り口には兵が立っていて、男が入っていこうとするのを引き留めた。

「ここには許可なく入ってはならぬ」

　兵達は剣を構え、威い厳げんを込めた声で言ったが、男にじっと見つめられると、途端に剣を下げてしまった。

「ハッシュウィルの第一王子に呼ばれた」

　低い声で男が言うと、兵はそのまま男がテントの中に入っていくのを許してしまった。

　外では兵達が、地面に転がって寝ているというのに、テントの中は別世界のようだ。分厚い絨じゆう毯たんが敷かれ、柔やわらかな羊ひつじの毛を詰めたクッションが、無数置かれている。

　しかも奥には、天てん蓋がい付きのベッドまで用意されていて、中では白銀の髪をした男が、三人の少年達と眠っていた。

　男はその寝顔を見て、ふっと口元を歪ゆがめる。

　すると人の気配に気がついた少年の一人が目覚め、慌ててハッシュウィルの第一王子、ハイルの体を揺すった。

「ハイル様、狼を連れたおかしな男がいますっ」

　少年は恐ろしそうに、ベッドの端に逃げていく。ハイルが自分を守ってくれるとは、思ってもいないようだ。

　ハイルは少し身じろぎしてから、ゆっくりと目を開く。

　灰色の瞳は、狼を見ても動じない。薄物一枚しか身に纏まとっていない美しい体を、男に見せつけるようにして、ベッドの上で半身を起こした。

「遅かったな。お前が狼使いのアゼルか……」

「そうだ。遅かったのには訳がある。ここに来る途中、狼のボズがおかしな獲え物ものを見つけたんでね」

「白い猫だろ」

「ああ、大きな白い猫だ」

　アゼルは断りもせずに、勝手に椅い子すを見つけて座ってしまう。その足元に、狼は足を揃えて座った。

「白猫退治に、お前を雇やとった。あれをただの猫だと思うな。おかしなものが取り憑いている」

「確かにおかしな獣だった。人のように知恵が回る。だが所詮、猫だ。狼の敵じゃない」

「猫を殺せばいいだけじゃないんだ。中に入っているものを消すんだ」

　怯おびえる少年達に、ハイルは顎あごだけで着替えを寄よ越こせと命じた。三人の少年は、我先にとハイルの衣服を取りに走る。

「ガキと寝てるのは、暖だんを取るためか？　それとも別の目的かな」

　苦笑しながら、アゼルは薄物しか身につけていない、十五にも満たないだろう少年達の後ろ姿を目で追う。

「戦場に女を連れてくる愚おろか者ものはいない」

　ハイルは不愉快そうに言った。

「隠さなくていい。あんたは人間が嫌いだ。特に、女という生き物を憎んでる。俺は人の心が読めるんでね」

「……」

「思ってることを言われるのが嫌なら、支払う金をもっと増やすといい」

「誰に向かって言っている……」

　ベッドに立てかけられていた剣を取ると、ハイルはその切っ先をアゼルに向ける。するとアゼルは、口元を大きく歪めて笑った。

「誰にって、目の前にいるあんたさ。あんたが王だろうと、羊飼いだろうと俺には関係ない。俺は金を貰って、頼まれた仕事をするだけさ」

「いいのか？　仕事を満足にできない時は、金は支払わないし、無礼に対する報復として、命を奪うかもしれないぞ」

「できるものならやればいい。俺はそのへんの雇われ剣士とは違う。誰も知らない、不思議な力を持っているんでね、そう簡単にはやられない。それより、きちんと金を払う気がないなら、俺は今からゴシュラムに交渉に行くが？」

「ゴート王はお前など雇わない。あっちには猫がいるからな」

　ハイルはベッドを持ち上げると、その下に置かれた箱の中から、革袋を一つ取り出した。

「金より価値があるものだ。残りの半分は、こちらの望むように始末してからだ」

　放り投げられた革袋を受け取ったアゼルは、中身を確認して舌打ちした。

「宝石か。こんなものより金がいい。残りは金で支払ってくれ」

　さすがにこの傲ごう慢まんな態度に、ハイルも切れるだろうと怯えていた少年達は、何を言われてもハイルが剣を振り回さないことを不思議に思っていた。

　けれどハイルには読めている。

　最初に剣の切っ先がアゼルに触れる前に、彼は長剣を抜くだろう。そしてハイルの剣を押さえている間に、狼がハイルの喉笛に嚙みつく。

　愚かではない証拠に、ハイルは感情に支配されて無駄な戦いはしなかった。

「残りの支払いを減らしてもいいから、ボズにはたっぷり肉をやってくれ。そうしないと、そこにいる柔らかそうなやつから、順番に食っていくかもしれない」

　狼はアゼルの言葉がわかるのか、ちらっと少年達を見る。

　途端に少年達から、悲鳴が上がった。
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　ゴシュラムの治療院では、国と神を失ったウラルの神官達が、病の治療を施ほどこすために集まっていた。

　治療院の厨房では、早朝から雑穀と野菜を煮込んだスープが作られている。床に置かれた無数の籠の中には薬草が入っていて、それを煎せんじる匂いが、おいしいスープの匂いを消してしまっていた。

「アレジ。いいかい。この草の中から、花芽だけを摘むんだ」

　老いた神官オゼムは、金色の髪の瘦せた青年を、厨房の隅に座らせて丁寧に教えていた。

「あーっ、リー……」

　少年は盛んに首を動かして、誰かの姿を捜している。

「ミトリはゴシュラムの城に行った。すぐに戻ってくるから、それまではここで私と過ごすんだ。いいね」

「……」

　青年は頷き、花芽を摘み始める。その仕事はゆっくりだったが、決していい加減ではない。むしろ教えられた以上のことをしていた。

「この頃では、ミトリともしばらく離れていられるようになったな。私達を信頼してくれるようになったのだろうか」

　一緒に花芽を摘みながら、老神官はため息をつく。

　かつて美び貌ぼうと知性を誇ほこった王子は、病やんだままで元に戻る様子がない。神にも治せない病を、どうやって治せばいいのだろう。

　人中に戻せば、少しはよくなるかと思ったが、ミトリがいない時のアレンは、一日厨房の隅に蹲うずくまっているばかりで、ひたすらミトリの帰りを待っていた。

「オゼム神官。レディ・サナがおみえになりました」

　若い神官が、慌てた様子で老神官に耳打ちしてきた。

「レディ・サナが……これは大変だ。アレジを隠せ」

　ここではアレジと呼ばせているアレンを、どうにか隠そうとしたが遅かった。アレンはミトリが帰るまでは、誰が何と言っても厨房から動かない。腕を引いて立たせようとしても、ひたすら花芽を摘み続けていた。

　レディ・サナの尽力で、ゴシュラムの王族や貴族から、多額の寄付金を集めることができて、この治療院が運営されている。

　神官達からしてみれば、レディ・サナはまさに女神のようにありがたい女性だ。

　失礼があってはいけないと、神官達が右往左往しているのを見ながら、老神官は動揺していた。

　シーナがラウルと名乗って、ゴート王に仕えていると知っているのは老神官だけだ。レディ・サナにその秘密を知られないためにも、アレンは隠しておきたかった。

「おはようございます、オゼム神官」

　優しい声に、老神官は慌てて姿勢を正し、背後にいるアレンを隠すように立った。

「これはレディ・サナ。わざわざのお越し、いたみいります。ですがここは病人の集つどうところ。流行病などがうつることもございますれば」

「そんなことは恐れておりません。本日は清潔な麻布を運ばせました。少しでもお役に立てればと思っておりますの」

　黒に近い紫の清せい楚そなドレス姿のレディ・サナは、同じ色のマントに身を包み、にこやかに微笑んでいる。

「ここは暑苦しいし、匂いがひどうございます。あちらの私の部屋に……」

「どのような食事を出されているのか、見たくてまいりました。ご不自由なさってはおりませんか？　足りないものがありましたら、どうぞ、おっしゃって」

「ご親切にありがとうございます」

　苦労して老体の陰にアレンを隠していたが、何を思ったのか、アレンはその時、か細い声で歌いだしてしまった。

　歌詞は明確には歌えないけれど、もの悲しいメロディがその口から漏れている。

「そこにいらっしゃるのは、どなた？」

　明らかにレディ・サナは、アレンに興味を示してしまった。

「いや、これはその、少し育ちの遅い若者でして」

「どちらでその歌を？」

　レディ・サナは静かに動いて、老神官の後ろに隠されていたアレンを、ついに見つけてしまった。

「……」

　花の入った籠に囲まれて、無心で歌っているアレンの様子は、金色の髪をした天使のように見える。ラウル・メイデンを知っている者でも、あまりにも違った印象だから似ているとは思わないだろう。

　けれどレディ・サナは、その姿をじっと疑わしげに見つめている。

「その歌は……」

「ウラルでは、みんなよく知っている歌ですよ」

　老神官は咄とつ嗟さに誤魔化したが、竪琴の名手で、身分の高い者にしか教えられない歌だった。

「とてもいい声ですね」

　レディ・サナは腰を落とし、より近くからアレンに話しかける。けれどアレンはそんなレディ・サナが見えないのか、遠くを見つめたまま静かに歌い続けていた。

「綺麗な……青い瞳……」

　アレンはどんなに見つめられていても、決してレディ・サナを見ようとはしない。ふっと口を閉ざすと、また花芽を摘み取り始めた。

「この世に、似た顔の方が三人はいるのかしら……」

　レディ・サナの呟きは、耳の聞こえの悪くなっている老神官には届かなかった。

「えーっ、よろしければあちらでハーブのお茶でもいかがでしょうか」

　老神官の誘いに、サナは静かに頷くと、何度も振り返りながらアレンの側を離れていった。








◆◆◆






「無敗軍団の甲冑の強度が増している。盾も強くなっているだろう。剣の手入れを怠おこたっている者は、至急、研ぎに出すがいい」

　シーナは騎士団を前にして、大声で訴うつたえていた。

「斬り合いになった時は、一対一では不利だ。卑ひ怯きよう者ものとそしられてもいいから、腕力に自信のない者は、数人で組むように。騎士道などというものは、無敗軍団には通用しない。やつらは人を殺すことなど何とも思わない、殺人軍団だ」

　話していると、両親が殺された場面が思い出されて、シーナの胸は苦しくなった。それでも必死になって、騎士団に話し続ける。

「甲冑で守りきれない足の一部分や、甲冑の継つぎ目めを狙ねらう。斬ろうとしても、硬度を増した甲冑相手では、こちらの剣が刃こぼれする」

　騎士団の間から、不安の声が上がった。そこでシーナは、両腕を組んで胸を反らし、全員を見回しながら首を大きく振った。

「どんな武器よりも恐ろしいものがある。何だかわかるか？」

　すると料理人であり、騎士でもあるバズが遠慮がちに言った。

「魔法ですか」

「違う」

　答えを求めるように、シーナは視線を様々な方向に向けた。

「敵の腕力と体力だ」

　皆より頭二つは大きな騎士が言った。

「いや、違う……」

「緻ち密みつな作戦」

　赤い髪の騎士、ジュードが答える。

「そうじゃない。わからないか？」

「恐れる心。怯えだ」

　ゴシュラムの騎士団の中、唯一の女性であるレディ騎士がシーナをじっと見つめて言う。シーナは大きく頷いた。

「そのとおりだ。恐れが剣を持つ手から力を奪う。本来の実力を出し切ることもできないで、思わぬ深ふか傷でを受けることになる」

「だったらどうしろっていうんだ。今から、心を鍛える方法があるってのか」

　ジュードは皆の不安を代表して言った。

「ある！」

　シーナの確信に満ちた言い方に、騎士団はざわめいた。

「どんな方法だ」

「無敗軍団は死を恐れない。なぜなら、失敗したらハイル王子に殺される。自分が生き延びるには、敵を殺し続けるしかない」

　その言葉を聞いて、全員が押し黙る。ラウル・フォー・メイデンが、ここで自分達も同じように、失敗したら死を覚悟しろと言うのかと思ったのだろう。

「相手を殺そうと焦あせるな。それが勝利への第一歩だ」

「おい、ラウル。そういうのを矛む盾じゆんって言うんじゃないのか？　敵は死ぬのを恐れない無敗軍団なんだろ。そんなこと考えてたら、こっちは殺されるばっかりじゃないか」

　シーナは指を立てて、チッチッチッと舌打ちしながら笑顔で言った。

「死ねない恐怖を教えてやるんだ」

「はぁっ？」

　ジュードは大げさに肩をすくめながら、同意を求めるようにレディ騎士を振り向く。だがレディ騎士は、大きく頷いていた。

「レディ騎士、貴殿には、あの頭のおかしなラウルの言ってることがわかるのか？」

「ああ、わかる。特に私は、女の体を持っているからな」

　レディ騎士の言葉に、ついジュードはその盛り上がった胸元に視線を向けてしまい、いきなり頰を叩かれて呻うめいた。

「何だよ、ちらっと見ただけだろ」

「生き残って敵の虜りよ囚しゆうとなり、辱はずかしめを受けるくらいなら、私は潔いさぎよく自ら死を選ぶ」

　きっぱりと言い切ったレディ騎士に、ジュードは慌てた。

「おいおい、そんな簡単に言うなよ。怪我したら、何があっても俺が貴殿を助ける。敵の捕ほ虜りよになんてさせるもんか」

「ジュード、助けるのはレディだけか？」

　シーナの意地悪い質問に、ジュードは真っ赤になって首を振った。

「そ、そりゃ、二人怪我人がいて、一人がレディ騎士だったら、まずはレディ優先だが、それ以外は誰でも助けるさ」

　騎士団の中から笑いが起こった。男だったら、ここらでびしっと決めろよと、ジュードに向かっておかしなかけ声まで上がっていた。

「そうだ、それでいいんだ。騎士団は助け合う。怪我をした者は、ただちに後方に下がれ。生きていれば、治療院の神官達が、怪我などすぐに治してくれる。傷を負うのは、たいした痛手にはならない」

　シーナは力強く言った。

「ここでもう一度、考えて欲しい。もし味方が誰も助けてくれなかったら、怪我をした時はどうする？」

「でも俺は、レディ騎士のように潔くなんて死ねません。だって生きてりゃ、まだまだうまい料理を作れる。もう騎士にはなれなくても、料理人としては生きていけるからね」

　バズが泣きそうな顔をして言った。

「そうだ、バズ。そのとおり。戦は今だけだ。貴殿達には、平和になった後、それぞれの生活がある。だからこそ、生き延びることが大切なんだ」

　騎士団に広がっていた不安は、風に追われる雲のように消えていった。皆はそれとなく隣にいる騎士に笑顔を向けている。もしかしたらその騎士が、自分を助けてくれるかもしれないと信じて。

「だが、無敗軍団はどうだろう？　考えてくれ。殺すか死ぬかしかない兵にとって、怪我をして十分に働けなくなったとしたら……」

「ああ、そうか。そういうことか……」

　ジュードは深く頷き、賛同を求めるように、レディ騎士を見つめた。

　だがレディ騎士は、ひたすらシーナをじっと見つめるばかりだ。

「それが本当の恐怖ってやつだな」

　仕方なくジュードは、シーナに向かって言った。

「誰も助けてくれない、みんなのお荷物になった怪我人は、捨てられる。それがハッシュウィルのやり方だ。どうだ、それでも王への忠誠を誓えるか？」

　シーナの質問に、全員が首を横に振る。

「いっそ死んだほうがましだったって、思うようになるさ」

　大男が低く呻きながら言う。

「そうだ。死はある意味、もっとも簡単な解決方法だ。それより生き残るほうが、時には何倍も苦しい……だが人は、生きる力を誰でも持っている」

　予期せぬ涙が、シーナの頰ほおを伝った。

　両親の死、壊れてしまったアレン、王国の崩ほう壊かい。

　あの時、両親と共に死んでいたら、シーナはこんな悲しみや苦しみを知らずにすんだのだ。

「どんな卑怯な手を使ってもいいから、みんな……死なないでくれ。貴殿達には……未来がある。愛する人や、老おいた親が、貴殿達の無事を祈っているんだから」

　涙は溢れて止まらない。その姿に、まず貰い泣きしたのは、ウラルの騎士達だった。

　彼らはシーナを、身分を隠してはいるがアレン王子だと思っている。国が再建されれば、王となるアレンの慈愛溢れる言葉に、涙を誘われたのだ。

「我々にとっては、命は何よりも大切なものだ。無敗軍団のやつらにも、命の大切さを教えてやろう。そしてハイルが、いかに冷酷で残虐な王子か、無敗軍団の兵士にもう一度考えさせるんだ。そうすれば無敗と言われた軍団だって、内部から壊れていく」

　涙を拭いながら、シーナはそこで空を見上げる。

　午後の太陽が、シーナの髪をきらきらと輝かせる。その姿は、生きる希望そのものに見えた。
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　生き残り作戦が、騎士達の課題となった。

　大男は鉄の塊が先に付いた棍こん棒ぼうを振り回し、これで甲冑の上から、敵の手足を叩き折ってやると笑っている。

　バズは調理場に戻り、せっせと小袋に粉を詰め込み、目つぶしを作り始めた。

　腕に自信のない者達は、早速何人かを集めてチームを作り始める。

　みんなが動いている中、レディ騎士は、オズベルトに運ばせた昼食を必死になって食べているシーナを見つめていた。

「で、レディ騎士。俺達も組むってのはどうだ？」

　ジュードは満面の笑顔で話しかけたが、レディ騎士はシーナから視線を外さない。

「おい、あいつに惚ほれても無駄だぞ。やつは変わってる。色恋になんて興味もないだろうし。それより……俺と……その」

「……おかしいとは思わないのか？」

「だから言ってるだろ。やつはおかしいって」

「そうじゃない。ダンスの時……」

　宴の夜の話を持ち出されて、ジュードは慌てた。

「いや、すまない。別に浮気心とか、そういうんじゃないんだ。男としてはな、見知らぬレディには、優しく声をかけるものだと、教え込まれているもんだからさ」

　本来の姿に戻った、ドレス姿のシーナに、つい甘い声をかけている場面を、レディ騎士に見られたのかと、ジュードは焦る。

「貴殿、ラウル・メイデンと踊ったか？」

「はぁっ？　何で男とダンスするんだ。俺はそういう趣味はないっ」

　真っ赤になって否定するジュードに、レディ騎士は真剣な眼まな差ざしを向けた。

「私は踊った」

「そ、そりゃ、あの夜は、素晴らしいドレス姿だったし。ああ、いいよ、わかった。それで、ラウルに新たなときめきを覚えたって言いたいんだろ。そうか。俺とも踊ってはくれたけどな。何回も足を踏んでくれたのは、そういう意味だったのかい」

「ジュード、たまにはその赤髪の頭から、色恋を追い払って考えられないのか」

「赤髪同士、婚姻するといいぞ。絶対に浮気はできない。赤髪の子供しか生まれないからな。いや、それはこっちの都合だったな。でも俺は、浮気はしない。婚姻となったら」

　レディ騎士はついにたまりかねて、ジュードの腹を殴なぐった。

「また……これかよ」

「私が踊った、ラウル・メイデンと思われる男の瞳は……青かった」

「青って……ああ、そういえばラウルの瞳は緑だったな。えっ、じゃ、あの緑の服の騎士は、ラウルじゃなかったってことか？　そんなはずはない。俺にも親しげに話しかけてきたし。レディ騎士、あの夜は暗くて、見間違えたんじゃないのか」

「見間違えたにしてもだ。あの夜のラウル・メイデンからは……男の匂いがした」

「そりゃ男だからだろ。レディと違って、毎晩、湯で体を拭ったりしないからな。レディ騎士も綺麗好きらしいが、テントの中で、あれか……たまには裸になって体を拭いたりするんだろ」

　次の瞬間、今度は頰に往復で平手が飛んだ。

「いってぇっ。何もそこまで……しなくても……」

「どうしてあのラウルは、緑の瞳なんだ。おかしくはないか？　私は手を取って踊ったが、顔はすぐ近くにあった。見間違えるはずがない」

「やつは魔法使いだからさ」

「ではラウルの妹だと噂うわさされた、金髪巻き毛の美女の瞳は？」

「……緑だったな……」

　二人はそこで押し黙り、がつがつと揚げパンや干し肉を食べているシーナを見つめた。

「あれがあのレディだって？　ゴート王が必死になって口く説どいてたけどな。ああ、認めるよ。俺も一瞬、ぐらっときた。レディ騎士より、ちょっと胸が小ぶりなのが気にはなったが……」

　そこで慌ててジュードは、レディ騎士の側から飛び退のいた。

「以前、夜中にラウルの部屋を訪れた時、様子がおかしかったのを覚えていないか？」

「……髪がくるくるしていた時か」

「そうだ」

「そんなこともあったな」

「あの時は、どうしてもラウルを男とは思えなかった」

　今のシーナの髪は真まっ直すぐで、さらさらしている。風がその金の髪を、時折いたずらしては前に下げさせた。するとシーナは、うるさそうに搔かき上げていたが、そんな様子はまさに普通の若い男のものだった。

「あの青い瞳の男は、何者なんだろう……」

　レディ騎士は、不思議そうにシーナを見た。

「我々が知っているラウル・メイデンは、あそこにいる彼で間違いない。だがあの夜、宴の場には、ラウル・メイデンらしき男と、その妹らしい女がいた。どっちがラウルなんだろう」

「そりゃつまり、どっちもラウルなのさ」

　ジュードは面倒くさそうに言う。

　悩んだり考えたりするのは、ジュードにとっては得意なことではない。それよりもひらめきや直感と呼ばれるものを大切にしてきた男にとっては、ラウルの正体などどうでもよくて、ただそこにいればいいと思えたのだ。

「どっちも？」

「あいつは本当の魔法使いだから、女に化けたり、分身を作ったり、自由にできるってことさ」

「では、何で女になる必要がある？　そんなことをして関心を引かなくても、ゴート王はラウルを信頼している。もしラウルが、ウラルの第一王子だとしたら、ゴート王は何も言わずに国の再建に力を貸すはずだ」

　ふんふんと頷いたジュードは、間も空けずにあっさりと答えた。

「そりゃ、ゴート王に惚れてるからだろ」

「……ジュード……何度も言うようだが、どうしてそんな色恋でしか、物事を判断しないんだ」

「だけどそう考えれば、辻つじ褄つまが合うだろ。ゴート王は男に手を出す趣味はない。だったら女になるしかないじゃないか」

　そんな理由では、レディ騎士は納得しそうになかった。

「何でそんなに、ラウルのことが気になるんだ」

「……貴殿にはわかるまい」

　そのまますたすたとレディ騎士が立ち去ろうとしたので、ジュードは慌てて後を追った。

「惚れたのか？　何度でも言うが、あいつに惚れても無駄だぞ。男だとしたら、女に興味のない変人だし、もし女だとしたら……あいつの心は、ゴート王のものだ」

「無礼だぞ。私をその程度の人間としか見ないのか」

　本気で怒ったのか、レディ騎士の声は冷たい。

「怒るなよ。ちゃんと理由を説明してくれればいいだけじゃないか」

「ラウルが女なら、彼女は兄の身代わりをしているんだ。だったら本物の王子は、どこにいる。ダンスもうまく踊れて、ハンサムな男だったが、それだけじゃない。彼は、かなりの剣の使い手だ」

「おいっ、そっちに惚れたのかよ」

「そんなものじゃないと、何度言えばわかるんだ。私は怒ってるんだ」

　レディ騎士は怒りを示すつもりか、いきなり剣を抜いたので、ジュードはまたもや後方に飛び退いた。

「怒るって、何でだよ」

「妹を危険な目に遭わせて、あの男は何をしようとしているんだ。ウラルの騎士達は、王子が名乗りを上げるのをひたすら待っているというのに」

「それは……そうだな。いや、あれが王子で、この間のは分身か……そうだっ、従い兄と弟こだ。ラウルには、よく似た従兄弟がいるんだろ」

　ジュードのあまりにも単純な答えに、レディ騎士は呆あきれて、ついにテントの中に身を隠してしまった。
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　白豹は元気がない。やはり怪我が相当こたえているようだ。

　夜が近づいてくると、いつもならそわそわと落ち着かなくなるのだが、今日は血の滲にじんだ布を巻いた背を丸め、ひたすら眠っているばかりだった。

『まいったな。夜になったら、別の入れ物が欲しいところだが……シーナ、アレンの体を借りてもいいかな？』

　ウラルの申し出に、シーナは眉を顰ひそめた。

『困ったわ。白豹のウラルの怪我を思うと、このままそっとしておいてあげたいし。でも、ウラル。どうして、そんなに夜よ毎ごと、出かけないといけないの』

『敵がおかしな男を雇ったからさ。俺にしても、言うことを聞いてくれない獣の登場なんて、初めてのことだったからな。正直言って、かなり驚いてるんだが』

『あなたにも思いどおりにならないことがあるってこと？』

『そうさ……俺が眠っている間に、人間も変わったんだな。で、お嬢ちゃん。俺は自分に知らないことがあるってのは、我慢できない性分でね』

『まぁっ、それこそ神様らしい傲慢さね。世界中、知らないことがないなんて、不可能に近いわ』

　シーナは白豹の側に、餌えさと水を置いてやりながら思った。

『不可能でもない。俺は、一度覚えたことは忘れないんでね』

『そうなの？』

『ああ、忘れないってのはね、お嬢ちゃん。ありがたい能力だが、悲しいものでもあるんだよ』

　時々ウラルは、神らしくない、人間的な感情を表す。シーナは辛いことも忘れられないウラルの悲しみが伝わってきて、そっと目を伏せた。

『そうね。人はうまく忘れることができるから、生きていけるのかもしれない』

『優しいな、お嬢ちゃんは。一緒に悲しんでくれなくていい。ただこれだけは、覚えておいてくれ』

『なぁに』

『いつか君が死んで、それから何百年経たっても、俺は……シーナ、君のことを忘れない』

『ウラル……』

『勇ゆう敢かんなウラルの第一王女のことを、俺は誰よりも正確に、末まつ裔えいに語り継げる』

　シーナの脳のう裏りに、光の帯が浮かんだ。それは決して人が目にすることのできない、時というもののイメージだろう。

　永遠とも思える時の中、ウラルは小さな黒い点となって流れていくのだ。

『見えるか、シーナ』

『ええ、光が川みたいに流れてる』

『この流れを、美しいままにしておくのが、俺の仕事さ。ハイルのような人間ばかりになってしまったら、この美しい光の帯は、いつか消えてしまう』

　そのとおりだとシーナは思った。アレンのことを大切に思うあまり、もっと重要なことを犠牲にしてしまうことはできない。

　そう思えるのは、大きな視野で物事を捉とらえるように教えられた、王族だからだろう。

『それじゃウラル。治療院に行きましょうか？』

『わかってくれて嬉しいよ。ついでにアレンの体で、しっかり食べてやるからな』

『でもアレンに怪我はさせないで』

　妹らしい心配に、ウラルが笑ったような気がした。

　シーナも微笑むと、白豹の側を離れ、マントを手に取った。

「オズベルト、ちょっと外出する。今夜は自由にしていていいよ」

　そう言うと、侍従のオズベルトはそわそわと落ち着きをなくした。

「あの、子爵様。僕がお供してはいけませんか？」

「すまないが、その……軍の機密に関することなんだ」

　好奇心旺おう盛せいなオズベルトは、シーナが次に何をやるのか、気になって仕方がないようだ。

「いいかい、オズベルト。私が外出していることは、誰にも知られないように。すぐに戻るから」

「はい……わかりました。ではお暇いとまをいただいて、母のところにまいります。少し風か邪ぜ気味で、体の調子が悪いようなので」

「そうか。では、元気の出る薬を手に入れてあげよう。今夜はワインに蜂蜜を溶かして飲ませるといい。熱があるようなら、厨房の竈かまどの残り灰を容器に入れて、足元を暖かくして休ませるように」

「……子爵様って、時々不思議です。やっぱり魔法使いなんじゃないかと思います」

「どうして……」

「治療院の神官みたいに、病のことまでお詳しいんですね」

　シーナは苦笑いするしかない。神官達の医術は、元々はウラルが与えたものだからだ。

「オズベルト、お針子の中に、可愛かわいい子はいる？」

　つい悪いた戯ずら心から質問したら、オズベルトは真っ赤になった。

　ではオズベルトにも、気になる少女がいるのだと、シーナは姉のように優しい気持ちになっていた。

「甘い焼き菓子を、少し多めに持っていくといい。今夜は、私の夜食はいらないから」

「えっ……でも」

　大食いのラウル・メイデンのために、部屋にはいつでもパンか焼き菓子が用意されている。それは宮中内の下働きの少女では、決して味わえない高価なものだった。

「甘い焼き菓子の嫌いな女の子なんて、滅多にいないよ。そうだろ？」

「……あ、ありがとうございます」

　オズベルトは、ぱっと顔を輝かせて笑った。
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　その夜、治療院の裏手から、三つの影が人目を避けるようにして通りに出てきた。

　三人ともマントを深く被かぶっているが、一人だけかなりの長身だ。治療院の前に繫がれた馬に、一番小柄な体が最初に近づく。

「ミトリ。アレンの体をよろしく」

　馬の手た綱づなを取ったシーナは、不安そうに、顔に傷のあるアレンを見つめる。

「ウラル。アレンの体を、これ以上傷つけないでね」

「ああ、わかってる。それよりこの体、あんまりちゃんと食事してないな。たまに俺が入って、しっかり食べないと」

　アレンの体に入ったウラルは、ぴょんぴょんと飛び跳ねながら言った。

「最近は、私が騎士団のほうに行っていることが多くて、アレン様をお一人にしてしまうことが多いものですから、申し訳ありません」

　ミトリは、自分に責任があることのように謝った。

「いいのよ、ミトリ。気にすることはないわ。それよりウラルが暴走しないように、しっかり見張って」

「はい……」

　ミトリの表情は複雑だ。いつもは幼児のようなアレンの世話をしている。それが突然、以前の王子の姿に戻ってしまうのだから、混乱もするだろう。

「シーナ様、気をつけてお戻りください」

「ええ、明日の早朝、またここで」

「はい」

　シーナは馬に飛び乗り、そのままゴシュラムの城を目指して去っていった。

「うーん……どう呼び出そうとしても、無理だな」

　アレンの体に入ったウラルは、必死になってアレンの魂たましいに呼びかける。けれど相変わらず、何の応えもなかった。

「アレン様とお呼びするべきでしょうか？」

　遠慮がちにミトリは尋ねる。

「いや、ラウルでいい。呼びにくいかもしれないが、万が一、誰かに聞かれた時の用心だ」

「そうでしたね」

　ミトリは馬を引き寄せると、ウラルに向かってさらに質問した。

「ではラウル様、どちらに行かれるおつもりですか？」

「国境近く……」

　ウラルは馬に乗ると、行き先を手で示した。

「時間がない。飛ばすぞ。ついてこられるか？」

「もちろんです」

　それを聞くと同時に、ウラルは馬を走らせた。ミトリもすぐに後を追う。二頭の馬は、夜の街道を走って、国境近くを目指した。

　てっきり国境を越えて、ハッシュウィルの国内に偵察に向かうのかと思っていたミトリは、ウラルが国境手前の怪あやしげな宿の前で馬を降りたので危ぶんだ。

「こんなところで、何をなさるおつもりです？」

　宿の一階は、酒を出す店になっていて、中の喧けん噪そうが外まで漏れ聞こえている。女達の嬌きよう声せいも交じっているから、かなりあやしい場所だろう。

「フードを被れ。顔は見られたくないからな」

　ウラルには、恐れるということがない。平然と入っていくその後を、またもやミトリは必死で追うしかなかった。

「いらっしゃーい。先払いだよ、騎士様」

　太った女将おかみは、フードを被ったままの二人を、胡う乱ろんな目で見ながら切り出した。

「ワインと塩漬け肉、それにじゃがいもをくれ」

　ウラルが汚れたテーブルの上に金を置くと、途端に女将は笑顔になる。

「騎士様。部屋はいりますか？　何なら、相手をしてくれる女もいるけどね」

「いや、ワインが一ひと樽たるあればいい」

「あぁら、樽ごと飲み干すつもりかね」

　女将が料理を持ってくるまでの間、ミトリは油断なく周囲に目を光らせていた。

　客は荒くれ男ばかりだ。中には、そのまま夜盗になるか、旅人を襲いそうな怪しげな男達もいる。

　ここは流れ者の集まる場所だろう。彼らはハッシュウィルとゴシュラムの戦が始まりそうだと聞いて、ここまでやってきたのだ。

「ハッシュウィルのほうが、金はいいらしいぜ」

　ひそひそと話しているのは、騎士とも呼べない、腰に剣を下げている剣士だった。

「ゴシュラムの騎士団は、やたら規則やら訓練がうるさいそうだな」

「どうせなら、勝つほうに仕官したい。どう思う？　どっちが有利だ」

　ウラルはそんな男達の話を聞くともなく聞いていたが、ワインを一気に空けると、立ち上がって彼らに近づいていった。

「教えてくれないかな」

　優しい声で話しかけたが、誰も返事をしない。それどころか、ウラルを見ようともしなかった。

　するとウラルは、手近な男の腕を軽く握ってしまった。

「何しやがんだ、この若造がっ！」

　怒った男は、拳こぶしを振り上げかけたが、すぐに引っ込めた。その顔は、一瞬で酔よったようにぼうっとなっている。

「知っているなら教えてくれ。狼と一緒にいる男、あれは誰だ」

　ウラルに捕まった男の仲間ではないのか、他の男達は狼と聞いただけで顔を背そむけた。それだけではなく、さっさと席を移ってしまう男もいる。

　それだけで男達が、狼を連れた男を恐れていることが伝わってきた。

「ハッシュウィルにいるだろう？　あれは誰なんだ」

「狼使いのアゼル……」

「ふーん、アゼルね」

　ウラルは男の横に座ると、女将にワインを運ばせた。

「奢おごってやるよ、兄さん。もっと、そいつの話を詳しく聞きたいな。話してくれないか」

　ワインを奢られた男は、にこやかに乾杯をする。けれどアゼルの話をする時は、緊張感からか声が震えていた。

「あいつの父親は猟師だったんだ。狼に襲われて、女房と一緒に食われちまったんだよ。なのにおかしいよな。狼は、産まれたばかりだったアゼルは殺さず、巣に持って帰って、育てたんだそうだ」

「狼が育てたのか？」

「乳を飲ませて、他の子供と一緒に育てたらしい。やつは三つだか四つまで、狼の群れの中で育ったんだと」

　そのままウラルは男の手を握り、その頭の中に浮かぶ物語を読み取った。

　アゼルの父親の猟師仲間が、狼の群れの中からアゼルを助け出した時、彼は獣のようだったという。それから人として育てられたが、獣のようなところはなくならず、不思議な力をいくつも身につけているようだ。

「剣はいつ学んだんだ」

「知らない。ガキの頃から、何頭も狼を引き連れては、雇われ剣士をしている。あいつに狙われて、命を落とさない者はないんだよ」

「金のために人殺しをするのか……」

「そうさ。狼が相棒だ。やつは半分、人間じゃない。おかしな魔法を使う、恐ろしいやつだ。だが、どこの王にも仕官しない、流れ者さ」

　ウラルは男の手を離す。すると男はぶるっと頭を振って、初めて見るような顔をしてウラルを見た。

「あれっ、何か、酔ったみたいだな」

「そうだよ。あんたは酔ってる。今夜はゆっくりと眠ったほうがいい」

「ああ、酔ったな。酔った……」

　ふらふらと男が去ると、ウラルはまたワインを飲み、料理を食べ始めた。

「ラウル様……お知りになりたかったのは、流れ者のアゼルのことだったのですか？」

「ああ、ここに来れば、やつのことをよく知ってる男に会えると思ってね。ミトリ、ここの塩漬け肉はうまいぞ。パンは堅いな。チーズがあるか、女将に訊いてくれ」

　むしゃむしゃと食べるウラルのために、ミトリはさらにチーズと、雑穀入りのスープを用意させる。女将はすぐに空になる皿を片付けながら、ちらちらとフードの下の顔を確認しようとしていた。

「もしかして騎士様。噂の揚げパン子爵かい？」

「いや、そんな有名な男ではない。旅の者だ。気にするな。金の分だけ、どんどんワインと料理を運んでくれ」

「……いいけど、このままじゃ本当にワインが一樽、空きそうだよ」

　女将が好奇心を消せないまま、振り返りつつ去ると、ミトリは顔を寄せてきてウラルに囁ささやいた。

「アゼルの噂は、私も聞いたことがあります。ラウル様、ハイルがアゼルを雇ったとなったら、気をつけねばなりません。あの男の言ったとおりです。アゼルはこれまで、一度も失敗したことがないそうですから」

「そりゃあ普通の人間を相手にしてりゃ、いくらでも勝てるさ。だが神様が相手だったらどうかな」

　ウラルはワインを飲みかけてやめた。そして手を粗そ末まつなナプキンで拭い、剣に手を添えた。

「どうかされましたか？」

「耳と鼻は、特別にいいらしい……」

　その時、宿屋のドアが開いた。

　吹き込む夜風に、何人かが目をドアに向ける。それと同時に、一人、二人と話し声がやんでいき、いつか宿屋は静せい寂じやくに包まれていた。

　黒い髪をした、漆黒のマントを纏った大男が、その髪にも似た被毛を持つ狼を引き連れて、そこに立っていたからだ。

「お前がアゼルの名前なんて出すからだ。やつは地獄耳だからな」

　ウラルに向かって、客の一人が迷惑そうに呟く。

　アゼルは黙って入ってくる。すると女将は気丈にも、震える指で狼を指した。

「獣はお断りだよ」

「……」

　アゼルは口元を吊り上げると、ぐるりと店内を見回す。

「俺にはここにいるのが、すべて獣に見えるが？」

　たいして口を開いたようには思えないのに、その声は皆の耳元に大きく響く。

「もめ事もごめんだ。悪いが出ていっておくれっ」

　女将の勇気に、ウラルは笑顔を向ける。

「なるほど。彼女は強欲なだけじゃなく、類たぐい希まれな勇気の持ち主だから、こんな店をやっていけるんだな」

　頷きながらウラルは笑っているが、ミトリは真剣にじっと相手の様子を窺っていた。

「心配するな。猫を一匹、捕まえに来ただけだ」

「ミャオーウッ」

　猫扱いされて、ウラルはおかしそうに鳴き真似をする。

「騒ぎを大きくされたくなかったら、外に出ろ、猫男」

「……」

　ウラルはミトリの手を握り、言葉を使わず考えを伝えた。

『やはり普通の人間じゃない。体を乗り換えたのに、俺を追ってきた。こんなことは初めてだ』

『シーナ様の後を、ずっと追っていたのかもしれません』

『それもあると思って、かなり馬を飛ばしたが、さすがだな』

「どうした、猫男。狼が怖いのか」

「ミャウッ」

　ウラルはすっと立ち上がる。そしてマントのフードを外した。

「ああっ、大食いラウルだっ」

　男達の中から、いくつもの同じ声が上がる。

　そして男達は、空いたパン籠を回し始めた。

「アゼルに賭けるやつは、こっちだ。大食いラウルはこっち」

　即座に賭かけが始まったらしい。

「おいおい。アゼルに賭けると大損するぞ。だが俺にばかり賭けては、賭が成立しなくなるか」

　笑いながらウラルは、ドアの外を示す。

「狼使いのアゼルか。誰に雇われたかは、聞かなくてもわかる。銀色の悪魔に、いくらで雇われた」

　マントをミトリに預け、ウラルは軽く体を動かしながら外に向かう。

　アゼルはその態度に納得したのか、狼を連れて外に出た。

「何にでも取り憑くと聞いたが、その体は猫より使いやすいか？」

　ウラルの姿を頭の先からつま先までじろじろと見ながら、アゼルは不思議そうに訊く。

「まぁな、快適だよ。何よりワインを楽しめる」

　夜の戸外には、月もない。暗闇の中、アゼルは長剣を抜いた。

「暗闇でも目が見え、遠くの人声を聞き分け、匂いも嗅ぎ分けられる。それだけの力を持ちながら、何で人殺しなんてやってるんだ」

「神様だか何だか知らないが、説教するだけ無駄だ」

　アゼルが構えると、狼も構える。それを見たミトリは、すぐに剣を抜いて背後に控えた。

「ラウル様、援護します。狼は私にお任せください」

「助かるよ、ミトリ。だが気をつけろ。獣は人間より痛みに強い。多少、傷をつけたくらいじゃ、攻撃を諦めないからな」

　ウラルは剣を構えて、アゼルの様子を観察した。

『まいったな。狼も強いが、こっちもかなりの手て練だれだ。アレン、助けてくれ。お前の力が、今は必要だ』

　ウラルの問いかけに応えたのか、剣を持つ手がぶるぶると震えだした。

『ん……アレン……』

　考えは何も伝わってこない。けれどウラルは、確かにそこにアレンの存在を感じた。

『そうか……戦いとなると、勝手にこの体が記憶を呼び覚ますらしい』

　アレンの体は、勝手にアゼルとの間合いを詰めていく。剣の切っ先が届くところまで行くと、アゼルは眉を寄せた。

「近づきすぎると、体を乗っ取られるということだが、俺にはそんな手は通用しないぞ」

　冷笑を浮かべて、アゼルは言った。

　以前、ハイルの弟、ラスタの体に入り込んだ。そのせいでハイルには、もうウラルの能力は知られている。

「ああ、俺だって、入った途端に、嫌なものを見たくはないんでね」

　最初の一撃が、ウラルを襲った。

　アゼルの剣は長くて重い。いつも使っている剣は、シーナのために作られたものだから、少し軽くなっている。これでは不利だと、ウラルはすぐに身を翻ひるがえした。

「ミトリッ！　剣を換えてくれっ」

　ミトリはアゼルのより少しは短いが、その身長に合わせて長くて重い剣を使っている。取り替えると、ずっしりとした重さがあった。

「うっかりしてたな。この体だったら、これくらいは扱えるはずだ」

　二度目に剣を受けた時、違いがはっきりと伝わってきた。

「そうだ、これでいい」

　アレンの体は、ためらわずに攻撃に出る。ウラルがリードするというより、今やアレンが戦っていた。

　狼はミトリに牽けん制せいされているせいで、攻撃を仕掛けてくることはなかった。

　アゼルはかなりの使い手だ。しかも力では、アレンの体力をはるかに上回っていた。

『まずいぞ、これは。神様も長くやってるが、こりゃ、本当にまずい、危機ってやつだな』

　アレンの体は、必死に戦っている。けれどずっと剣を握っていなかったから、アゼルの驚異的な体力を前にしては不利だった。
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『ミトリに入れ替わるか。いや、駄目だ。今のアレンでは、狼に食い殺されちまう』

　体は勝手に戦っている。むしろ戦いを楽しんでいるのかと思えるくらいだ。だがいつまで経っても、アゼルに決定的な致命傷を与えることができない。

　剣と剣がぶつかり、激しい火花が散った。ウラルはじりじりと追い詰められていくばかりで、どうやって逃げ出すか考え始めていた。

『負けるのは……いやだ』

　ふっと言葉が聞こえてくる。

『アレン』

『負けたくない』

『そうだ、ここで諦めるわけにはいかないんだ。アレン』

　けれどまたもやアレンの心は、闇の中に落ちていってしまう。

　その瞬間、ウラルの手にした剣が、アゼルの激しい攻撃を受けて、根本から折れてしまった。

「うわっ」

「アレン様っ」

　ミトリは思わず本当の名前を呼んで、ウラルに駆け寄る。すると牽制を解かれた狼が襲いかかってきた。

　アレンの体が引き裂かれる。

　そう思った瞬間、狼の前に、矢が数本、立て続けに刺さっていた。

「邪魔するなっ！」

　狼を狙われたことで、アゼルは本気で怒って、矢を射た相手を睨みつけている。

　暗い森の中から、白く見えるものが姿を現した。

「その体を壊されては困る」

　ハイルは弓を手にしたまま、さらに近づいてくる。その背後には、無敗軍団の精鋭十人ほどが、ハイルを護衛するように立っていた。

「何だ、結局は、ハイルに雇われてる兵隊と同じじゃないか」

　ウラルはつまらなそうに言う。

「流れ者の一匹狼。そういうやつだと思ってたら、お前はただのハッシュウィルの兵隊なのか」

「違う。俺はそんな体に興味はない。中に入っているお前を、消すように言われただけだ」

　アゼルもハイルの登場に不満そうだった。

「条件の一つに追加だ。その男の体だけは壊すな。中身ごと、生け捕りにしろ」

　ハイルの命令に、アゼルは大きく首を振って抵抗した。

「ここで息の根を止めなかったら、こいつを葬ほうむるなんてできないぞ」

「命令されたことだけ、忠実にやればいい。他の者が触れたのでは、乗っ取られる。アゼル、その男を縛しばって、引き立てろ」

「冗談じゃない。俺の仕事は消すだけだっ」

　けれどアゼルも、無敗軍団を引き連れたハイルを相手に、今更無駄な戦いをするつもりはなかったようだ。

　命じられるまま、渡された縄を手にして、ウラルに近づいてくる。

「そんなことはさせないっ」

　ミトリが体を張って守ろうとするが、アゼルに殴り倒されてしまう。

「諦めろ。お前にとって、誰より大切な若様の命だけでも助かったんだ。感謝しな」

　縄を掛けられながら、ウラルも頷いた。

「そうだ、ミトリ。冷静になれ。ここで命を落とすより、もっと先で落としたほうがいいこともあるさ」

「ラウル様、でもシーナ様に約束しました。何があっても、アレン様を守ると」

「守ってるさ。運命ってやつが、アレンを守ってる」

　無敗軍団の兵が、ミトリにも縄を掛けようとしていた。その瞬間、ウラルはアゼルに全身で体当たりして、走りだしていた。

「逃げるぞっ」

　アゼルが叫ぶと、忠実な相棒である狼は、咄嗟に走ってウラルを追う。そして巨体で飛びかかってきた。

『よしよし、お利口だな。猫より犬のほうが利口か、これでわかるってもんだ』

　狼の体が触れた瞬間、ウラルは移動を開始していた。

『アレン、すまない。いずれ、絶対に助け出すと約束する。俺は神様だから、噓だけはつかない。安心して待ってろ、いいな』

『……』

　ウラルが抜け出したアレンは、糸の切れた繰り人形のようになって動かない。体力を使い果たしてから、意識を失ってしまったのだ。

『よし』

　ウラルはそのままそろそろとミトリに近づくと、いきなり無敗軍団の兵の尻に思い切り嚙みついた。

「う、うわっ、何しやがる」

　兵の手が離れた瞬間、ウラルはミトリに体をこすりつけていた。

『逃げるぞ、走れっ』

「アレン様はっ」

『絶対に助ける。いいか、アゼルに伝えろ。この狼の体を守りたかったら、アレンを傷つけるなと』

　ミトリはすぐに事情を察し、呆ぼう然ぜんとしているアゼルに向かって言った。

「この狼を殺されたくなかったら、アレン様を守れ。いいな」

「ボズッ、そんなやつに繰られるなっ」

　アゼルの言葉に、ウラルは激しい痛みを覚えた。

　狼は何とかウラルの支配を逃れ、相棒のアゼルに従おうとしている。獣とは思えないその意志の強さに、ウラルは痛みに近いものを感じている。

『悪いがボズ。この体、借りる。いつか相棒のところに返してやると、約束するから、今は……おとなしくしてろ』

　ミトリを守りながら、ウラルは走りだす。その足元に、次々と矢が降ってきた。

「やめろっ、ボズをうつなっ」

　アゼルが必死に止めている。その隙に、ミトリは馬に飛び乗り、ウラルに先導されながら、闇の中を走りだしていた。
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　何だか不安で眠れない。そんな時は、必ずアレンに何かあるのだ。

　幼い時からそうだった。流行病は同時にうつり、歯も一緒に生え替わった。どちらかが病気になると、必ず片方も寝付く。

　大きくなってからは、さすがにそんなことも少なくなったが、不思議と相手の不安はすぐに伝わる。

　アレンが記憶を失ってからは、こんな不安を感じることはほとんどなかった。それがまた強く感じられるということは、アレンの心が生き返っているのかもしれない。

　シーナはいつものように窓辺に寄り、見えるはずもないのにウラルの居場所を捜そうとする。今夜はやけに犬達が騒がしく、方々から遠吠えが聞こえた。

　その時、ドアを開く音がした。オズベルトが戻ったのだろうか。今夜は母親の元に泊まるとばかり思っていたから、洗った髪もそのままで、薄物一枚しか着ていない。シーナは慌てて手近にあった上着を着て、髪を布で縛った。

「オズベルト、お母様の具合はどうだった？」

　生真面目な母親は、オズベルトに子爵様の元に戻るように言ったのだろうか。

「私のことなら気にしなくていい。今夜は……」

　ところがそこにいたのはオズベルトではなく、ゴート王だった。

「陛下……何か、火か急きゆうのご用向きでしょうか」

　シーナは慌てて上着の胸元を合わせる。困ったことに、ラウル・メイデン用に誂あつらえた服は、肩は大きめでも胸元が少しシーナにはきついのだ。

「何だかいい匂いがするな」

　体を洗う時に、花の香こう油ゆを使っているなど、ゴート王には知られたくない。シーナはどう誤魔化そうかと部屋を見回したが、一輪の花も飾られてはいなかった。

「ご用は……」

「用がなければ来てはいけないのか？　以前はよく深夜まで、私の部屋で話したりしていたのに、ラウルは最近冷たいな」

　ゴート王は椅子に座ると、親しみを込めた笑顔でシーナを見つめた。

「夜が長く感じられる。どうしてなのだろう。胸が苦しいような、落ち着かない気持ちがずっと続いているんだが」

「そ、それは大変ですね。何かの病でしょうか」

「そうだな。とんでもない病だ。どうすれば治せる？　ラウルは優秀な魔法使いだという噂だが」

「いえ、退屈という病に決まってます。ワインを差し上げましょうか？」

　シーナは燭しよく台だいの蠟ろう燭そくが少ないせいで、部屋が暗いことに安心した。部屋の隅に行ってしまえば、ゴート王でも日中の姿と違っていることに気付かないだろう。

　なるべくゴート王と離れて、シーナはワインの用意をする。その動きがおかしかったのか、ゴート王はすっかりくつろいだ様子で、シーナからワインを受け取った。

「どうした？　乾杯もしないのか？　大酒飲みのくせに」

「いえ、今は、ほんの少しだけで……」

　シーナは少しだけ、グラスにワインを注ぎ入れる。

　ゴート王にできるだけ近づかないようにと、手を伸ばしてシーナは乾杯をした。

「退屈か……ラウル、責任を取ってくれ」

「私が何かいたしましたか？」

「ラウルが文句を言うから、遊び女達はみんな帰してしまった。婚約者の義務として、サナの部屋を訪問する必要もなくなった。どうするんだ、ラウル？」

「そうおっしゃられても」

　ワインを開けると、ゴート王にグラスを差し出す。注ぐためには近寄らないといけない。シーナは用心しながら、ゴート王に近づいていった。

「ラウルの頭の中には、戦のことしかないのはわかっている。私もそうだ。自国の民を失いたくないし、もしハッシュウィルに負けて王座を追われたらと、不安だらけだ」

「お気持ちは、お察しいたします」

「だが王は、不安など口にしてはいけない。そうだろ？」

「はい……」

「亡き父の期待に応えるためにも、私はこの国を守り抜きたい」

「もちろんです。陛下でしたら、できますとも」

　力強くシーナは言った。するとゴート王は、寂しげに微笑む。

「母は父のよき理解者だった。政策で悩んでいる時、父はよく母に話していた。それで母が答えを出すわけではない。だが誰かに聞いて欲しいのだ。話しているうちに、自分の中の考えが確固たるものになればいいのだから」

「私でよければ、いくらでもお話を聞きます」

「そうだな。だが駒の相手でもしてくれ。何だかラウルを見ていると、ある人の姿がちらついて落ち着かない」

「……」

　シーナはゲームの盤を用意して、ゴート王が座る椅子の前に、小さなテーブルを用意した。白黒の盤の上に、素朴な形の駒を並べる。

　ウラルがいれば、驚異的にゲームは強いので、ゴート王にうまく勝ちを譲ったり、わざと勝ち続けたり自由にできるが、シーナの力だけでは、負け続けそうだった。

「おかしいぞ、ラウル」

「何がですか？」

「わざと勝ちを譲るつもりか」

「いえ、そんなことは……」

　ゴート王は駒を置く手を止めて、じっとシーナを見つめる。

「ワインも飲まないし、しかも今夜の髪はどうしたんだ？」

「洗ったので……」

「……」

　髪を縛った布が緩んでいる。慌ててシーナは結び直そうとしたが、逆に布が落ちてしまって、くるくるの巻き毛がゴート王の目に触れてしまった。

「ラウルなのか？」

「えっと、あっ、実は洗いたてはいつもこんな頭で」

　けれどゴート王は、そんな言葉で誤魔化されはしなかった。

「失礼をしたようだ」

　ゴート王は立ち上がり、手を伸ばすとシーナの手をそっと握った。

　振り払おうとしたが、それでは自らシーナだと名乗っているようなものだ。

　何事もないように、平然としていようと思ったが、ゴート王がレディに対する礼として、手に唇を押し当てた瞬間、シーナは叫びそうになっていた。

　ついに秘密がばれてしまったと思ったのだ。

「あなたの兄上は、とんでもない魔法使いだな」

「……」

「こんな近くに、あなたを隠していたとは、私も思いつかなかった。失礼をお詫わびします、レディ・シーナ」

「いいえ……私は……」

「兄上はどちらに？」

　ゴート王は手を握ったままで、シーナをじっと見つめながら訊いた。

　ラウル・メイデンがシーナ本人だとは、この様子だとゴート王もまだ気がついていないようだ。ほっとしたシーナは、握られた手を引き抜きながら答えた。

「どこに行っているのか、存じません……」

「また敵情視察か。彼はいったいいつ眠っているんだろう」

「兄は、ほとんど眠らないので」

　ウラルは眠らない。だがアレンは眠る。どちらを今は兄と呼んでいるのだろう。シーナの思いは複雑だ。

　それまでは友好的な雰囲気だったのに、ゴート王は明らかに緊張していた。シーナを意識しているからだ。

「いつもこうして、夜は兄上のふりをしているのだろうか」

「いつもではありません。特別なことがある時だけです」

　ゲーム盤を挟んで、二人はぎこちない会話を続ける。どちらももうゲームなどどうでもよくなっていた。

「レディ・シーナ。もし許していただけるなら、歌を聴かせていただけないだろうか」

　気まずさを払うつもりでか、ゴート王は部屋の隅に立てかけてあった、竪琴を示した。

「ウラルには竪琴の名手が多いと聞いた。兄上もかなりの名手のようだな。レディ・サナが、偶然、兄上の歌声を聞いてしまったようだが」

「……そうですか……」

　ゴート王はまだ気がついていない。ウラルでは、男性はほとんど竪琴は弾ひかないのだ。

　だが、レディ・サナに竪琴を弾いて歌っていた場面を見られた時は、まだラウル・メイデンの妹がゴシュラムを訪れる前だった。

　どう誤魔化そうにも、いろいろなところから綻ほころび始めている。

　そろそろゴシュラムの城を出ていくべき時なのかもしれない。

　シーナは竪琴を手にしながら、ゴシュラムの騎士団に加わったウラルの騎士達、そして治療院で働く神官達のことを思った。

　もうアレンの回復を待つよりも、シーナがアレンとなって国を再興すべき時なのだ。

　ハッシュウィルとの本格的な戦闘が開始したら、何が何でも勝利を手に入れないといけない。そして残った騎士達を引き連れて、奪われたウラルの城を取り戻す。

　シーナはじっとゴート王を見つめる。

　この城での毎日は楽しかった。ゴート王は優れた王で、側にいるだけでいろいろと学ぶことも多かったし、どんなに話しても、話が尽きないほど気が合ったのだ。

　新しい仲間もできた。王女としてではなく、一人の人間として付き合うことができて、これまでは知らなかった世界を経験した。

　楽しかったのだ。

　できることなら、このままずっとここにいたい。

　けれど国を失い、未来も失ったと嘆なげく大勢の自国民がいるのに、自分の幸せに浸ひたっているわけにはいかなかった。

　シーナは竪琴を手にして、悲しい音色を紡つむぎだす。

　恋人を失った男の悲しい歌だが、ウラルが作ったというのは本当だろうか。

　歌っているうちに、自然と涙が溢れ出す。悲しい別れの場面が、自分のことのように浮かんできて、思いを込めて歌っていた。

　ゴート王は目を伏せて、黙だまって聴いている。彼もまた、まだ経験のない恋人との別れを、歌の中で経験しているのだろう。

　歌い終わると、静寂が部屋を満たした。ゴート王は恥ずかしそうに、目元を拭っている。

　シーナもまた、慌てて目元を拭った。

　どちらも照れくささを誤魔化すために、曖あい昧まいに微笑んでいる。

　そのまま二人は、言葉もなくじっと見つめ合った。

　同じように感動する心を持っている。それがわかって、ますますシーナはゴート王に惹かれたが、好きになればなるほど、重くなった想いを埋めるのが大変だ。

「ありがとう。素晴らしかった。まさかレディがいるとは知らず、こんな時間に訪問して失礼をしたが、思いもよらない至福を味わえて感謝する」

　ゴート王は立ち上がり、挨拶のために手を差し出す。

　シーナはそれまで竪琴を弾いていた手を、キスを受けるためにゴート王の手に乗せた。

　押し戴くようにして、シーナの手にゴート王はキスをする。するとシーナの中で、妖あやしいざわめきが生まれて広がっていき、いつか全身を熱くしていた。

　そのままゴート王は手を離さず、シーナを引き寄せて、いつしかその腕に抱いていた。

　手に許すキス。

　それはレディに対する、敬意を込めた挨拶だ。

　では唇にされるキスは……。

　それは恋する者同士に許されたキスだ。

　シーナは生まれて初めて、親族以外の者とキスしていた。

　怒るべきなのかもしれない。けれどシーナの中にあるのは、怒りではなかった。

　戸惑いつつも、シーナは喜んでいる。

　こんな時が来るのを、待っていたのかもしれない。

　激しさはない。戸惑い気味の優しいキスだったが、二人にとってはそれでも十分だった。

「このままここにいたら、王としても、男としても、恥ずべき行為をしてしまいそうだ。レディ・シーナ。あなたがあなたらしく暮らせるように、最善の努力をすると誓おう」

　ゴート王はシーナから離れ、まだ名な残ごり惜おしそうにしながらも部屋を出ていった。

　全身の力が抜けたシーナは、へなへなとその場に蹲る。

　幸せだったけれど、こんな時だけは、ウラルに秘密を持てないことが悲しかった。
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　ハッシュウィルの野営地に設置されたテントの中、ベッドの上に、意識を失ったアレンが横たわっている。

　その姿をじっと見下ろしていたハイルは、憔しよう悴すいしきって立ち尽くすアゼルに向かって、冷たく言った。

「あれほど注意するように言ったのに、何て様ざまだ」

「悪かった。あんなに簡単に憑ひよう依いするものだとは思っていなかったんだ」

「所詮、獣は獣だ。簡単に魂を乗っ取られる」

「いや、そんなはずはない。ボズは今頃、苦しんでるはずだ」

　狼を失ってからというもの、アゼルはすっかり精彩を欠いている。ハイルが止めなければ、そのまま狼を追っていきそうだった。

「見ただろう？　ああやって一瞬で、生き物から生き物に乗り移る。乗り移られた人間はどうなるのかな。第二王子のラスタは、やつに魂を乗っ取られてからは、まるで飼い猫のように、おとなしい愚か者に成り下がった」

　吐き捨てるように言うと、ハイルはアレンを見下ろし、その頰にそっと手を伸ばした。

「死んではいないようだ」

　アレンは無敗軍団に追われ、ゾエラ山の山道から崖下に落ち、命を失ったとばかり思っていた。

　ところがそれからしばらくして、ゴシュラムに金髪の美しい騎士がいるという噂が耳に入った。

　大食いで大酒飲み、剣の腕は強く、馬術にも優れている。しかもおかしな力があって、魔法の知識を持っているという。

　ハイルはそれがアレンだと確信して、ゴシュラムを訪れ、ゴート王から奪おうとしたが失敗した。

「ゴート王の寵ちよう愛あいは受けたのか……」

　指先で、アレンの唇に触れると、かさついた感触だった。

「寵愛されているわりには、窶やつれているな」

　やっと手に入れたと、ハイルは口元に笑みを浮かべる。

「狼しか愛せない俺に言われたくないだろうが、あんた、おかしいな。そいつが欲しくて、戦争まで始めたのか？」

　アゼルはそんなハイルを見つめて、呆れたように言った。

「人の心が読めるんだろう？　だったらどうして狼を狙っていると、すぐに読めなかったんだ」

　ハイルはすぐに自分の本心を隠して、アゼルの弱みを責め立てる。

「戦闘の時は無理だ。こうして静かにしていれば、ぼんやりとだが、人の考えていることは読める。だがそいつは、どうしても考えが読めなかった」

　アレンを指さし、アゼルは悔しそうに言った。

「中に光みたいなものがあって、そのせいで何も読めないんだ」

「わかってるのか？　それがお前の敵だ。ただ人を殺すだけだったら、誰でもできる。私が何人、優秀な兵を持っているか知っているか？」

「ああ、知ってるよ。無敗軍団と聞くだけで、誰でも震え上がる」

「普通の兵では、すぐに乗り移られる。だから魔ま導どう士しとまで言われている、お前を雇ったんだ。さっさと自慢の魔力で、あの正体の知れないものを消してくれ」

　苛いらつきながらもハイルは、アレンの目覚めを待っていた。だがアレンは、ぴくりとも動かない。

「目覚めさせる方法はあるか？」

「頭から水をぶっかけりゃいい。だがあんたは、そいつにだけは、そんな手が使えない。どうしたんだ。冷酷非情なあんたにも、弱いものがあるんだな」

「黙れ。それ以上は……何も言うな」

　誰にもハイルのアレンに対する、複雑な感情はわからない。

　ラスタがシーナに求婚するために、初めて小国ウラルを訪れた。ハイルの脳裏には、いずれ攻略するつもりだったから、下見という意味もあっての旅だった。

　形式上、ハイルもシーナに求婚したが、ラスタのように何があっても手に入れたいと思う気持ちにはならなかった。

　けれど王宮内で出会った、アレンには惹かれた。

『初めまして、ウラルの第一王子、アレン・ウルナイです』

　男の王族同士は、軽く手を握り合うのが挨拶だ。もう少し親しくなれば、抱き合ったり、頰にキスもする。

　アレンは何の邪心もなく、ハイルの手を握り、軽くハグしてきた。

　いいのか、美しい王子。私はこれからこの国に攻め入り、お前の父親を玉座から追い落とすつもりなんだぞ。

　そう思いながら、ハイルは自分より少し背の低い、年下の王子を見つめる。

『ハッシュウィルは肥ひ沃よくな土地に恵まれていない。その分を、鉱石の採掘などで、経済的に賄まかなっているのは、素晴らしい政策だと思います』

　青い瞳を輝かせて、アレンは優等生の発言をした。

　そうだ。だからお前の国の、肥沃な土地が欲しいのだ。

　ハッシュウィルの民は、雑穀を混ぜたパンしか食べられない。蜂蜜が欲しくても、花などほとんど咲かず、果実も滅多に手に入らないのは、常に冷たい海風にさらされた荒れ地ばかりだからだ。

『けれど、首都に悪所があるのは、あまりいいことには思えません。王には改善なさるお気持ちはないのでしょうか』

　少し憂うれいを含んだ表情で、アレンは生意気にもハッシュウィルの首都を批判した。

　汚けがれなき王子。

　仲睦むつまじい両親に、大切に育てられ、世の中にある醜みにくいもの、汚れたものを知らずに、この歳まで育ったのだ。

　ハイルはどう答えただろう。

　そうですね。けれど売るものがなくなったら、自分の体を売るしかない者もいるのですよ。

　確かそう答えたのだ。

『土地を改良して、麦の生産力を上げるべきです。そのためには、人手がいる。国費で彼らを雇えば、民も潤うるおい、いずれは国も潤うでしょう』

　年下のくせに、アレンはそうハイルに意見した。

　あの時、ハイルは決めたのだ。

　いつかアレンを手に入れる。

　二度と希望を見いだせないほど魂を傷つけてから、ゆっくりと救いの手を差し伸べてやるのだ。

　ただし、以前アレンがいた暖かい世界には戻らせない。正義なんて信じない。愛なんてものも信じない、ただ力のみを信じる、ハイルそっくりの魂を与えてやりたかった。

「意識を戻せ。おかしなものに取り憑かれたせいなのか。いつまで寝てる」

　ハイルは軽くアレンの頰を叩いた。

　この瞬間を待っていた。両親を殺し、国を奪った男を前にして、アレンがどんな表情を浮かべるのか、見たくてたまらないのだ。

　ところがアレンは、いつまで待っても、目を覚まさない。

「俺にやらせろ」

　アゼルはハイルの体をどけると、アレンを上から見下ろした。そして胸をはだけると、素肌に両手を当てて一気に押した。

　アレンの体はびくっと震え、続けて瞼まぶたがうっすらと開かれた。

　ハイルは待った。かさついてはいるが、美しい唇から、憎しみの言葉が吐き出されるのを。

　けれどアレンは、何も言わない。それどころか、ここがどこかもわからないまま、ぼんやりと虚こ空くうを見つめるばかりだ。

「アレン、アレン・ウルナイ」

　問いかけても、視線はハイルを捉えようとしない。

「アゼル、これはどういうことだ？」

「さあな。わかってるのは、こいつの心が空っぽで、何にも考えてないってことだけだ」

「空っぽとはどういう意味だ」

「頭が考えるのか、心が考えるのか、俺は知らない。こいつの場合は、何にも考えてないってことだよ。中は真っ白だ」

「そんな馬鹿な……取り憑かれていたせいなのか？」

　ハイルはアレンの体を、思い切り強く揺すった。

「起きろっ。そんなおかしな演技をしても無駄だ。アレン王子、この私がわからないというのか」

「ああ……リー……」

　アレンは小さく呟くと、そのまま手足を丸めて、また眠ろうとする。

　その姿を見ていたハイルの顔には、失望と怒りの表情が交互に浮かんだ。

「こんなアレンが欲しかったんじゃないっ。あの魔物は、魂まで食い尽くすのかっ」

　ハイルはアレンの頰を、思い切り叩こうとしたが、その腕をアゼルがしっかり握って押さえた。

「よせ。赤ん坊みたいな相手に、怒りをぶつけるだけ無駄だ」

「ほう、人殺しのくせに、慈悲の心は持ち合わせているようだな」

「そんな腑ふ抜ぬけを殴っている暇があるんなら、あの魔物をやっつける方法を教えてくれ」

「やっと本気になったな」

　摑まれていた腕を振りほどくと、ハイルは再びアレンの頰に手を添えた。

「やつに支配されると、魂を奪われるようだな。ラスタももっと長い時間支配されていたら、こうなっていたのかもしれない」

「……どう変わったんだ？」

「闇を恐れるようになったし、狩りにも行かなくなった。今では毎日、土いじりばかりしている有あり様さまだ」

　実はハイルにも、アレンの中にいた神の正体はよくわかっていない。

　ウラルの国民は信仰心があつい。神は崇すう高こうな正義を説くだけで、犠牲を要求することもなく、難しい教義を覚えろとも強制しないから、信仰が続いているのだろう

　けれど何百年も前から信じられている神が、アレンの中にいたものと同じだとは、どうしてもハイルには信じられないのだ。

「こんなになってしまったら、慰なぐさみ者くらいしか役に立たないだろう。どうする、アレン。お前の嫌う、淫売宿にでも売り飛ばしてやろうか。ハッシュウィルでは、男も売り物になるからな」

　憎々しげにハイルは言った。

　こんな言葉を投げかけたら、悔しそうにハイルを睨みつけてくる。そう期待していたのに、アレンには全くハイルの言葉が伝わっていない。

「いっそ、殺してやろうか」

　ハイルが短剣を手にすると、アゼルがそれをすぐに止めた。

「よせ。そいつの体が無事でないと、ボズを取り戻せない」

「たかが狼だ……あそこで殺しておけば、やつも同時に始末できたのにな」

「金を貰ったからには、やつは始末する。だが、ボズの命を奪ったりしたら、俺があんたに復讐する。覚えておけ」

「……哀あわれな男だ。狼が愛人か？」

「愛人？　そんな低級なものじゃない。あいつは家族だ」

　珍しくもハイルは声を出して笑った。

　獣を家族と呼ぶ男の考えがよくわからない。だが、そんなハイルも、裏では平気で自分の弟妹を殺させている。どちらが人間的なのかは、ハイルにも答えようがなかった。

「もういい。お前がいると、テントの中が獣臭くなる。出ていってくれ」

「俺がいると邪魔なのは……心のない者を抱くつもりだからだ」

「出ていけ……」

　自身の欲望を見抜かれて、ハイルは激怒した。アゼルはどんなにハイルが眉を吊り上げて怒りを表しても、恐れたりはしない。むしろ冷笑を浮かべて、挑戦的に言った。

「あんたがその王子を憎むのは、彼が幸せだったからじゃない」

「黙れっ」

「一目見て、心惹かれたからだ」

「黙れ、何も言うなっ」

「自分の心を奪ったから、あんたは金の王子が憎いんだ」

　アゼルは黙らない。顔色一つ変えずに、冷静に話し続ける。

「決して自分は愛されないと知ってるから、憎くて、憎くてたまらない。あんたも可か哀わい想そうな男だな」

　これまでハイルが決して認めようとしなかった、深層の意識までも言い当てた。

「こんなものを、愛しているだと……」

　激怒したハイルは、思わずアレンの心臓に短剣を突き刺そうとした。その瞬間、アゼルは強い気を放って、ハイルの手から短剣を落とさせた。

「何だ……これは」

「俺が魔導士と呼ばれているわけが、これでわかっただろう」

　続けてアゼルは、気を集中してハイルに向ける。よろけたハイルがふらつくうちに、アゼルは素早くハイルに駆け寄って、鳩みぞ尾おちに拳をめり込ませていた。

　うっと呻いて、ハイルは床に倒れる。

「冗談じゃねぇぜ。そいつを殺されたら、やつが怒り狂ってボズを殺すに決まってる」

　アゼルはベッドに近づくと、命を狙われていたというのに、無心な子供のように丸まって眠っているアレンを抱き起こし、肩に担かつぎ上げた。

「危なくてここには置いておけねぇ」

　テントから出てきたアゼルに、兵が近寄り何か言おうとした。けれどアゼルが睨みつけただけで、兵は怯えたように後ずさる。

「そうだ、それでいい。素直に従えば、余計な怪我をしないですむ。ハイル王子の気は特別だ。俺も疲れた」

　馬の背に、アゼルは荷物のようにしてアレンの体を乗せた。そして自分も跨ると、馬を進ませる。

　野営地を離れると、どこから来たのか狼が数頭集まってきて、アゼルの乗った馬と一緒に走り始めた。

　アゼルは馬上で、狼の遠吠えとそっくりの声を上げる。その声は、遠く、ゴシュラムの城まで届くのだろうか。
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　夜明け近くに、また馬に乗ってシーナは城を抜け出した。

　アレンの体を自由にしなければいけない。ウラルに昨夜あったことを知られるのは、死ぬほど恥ずかしかったが、ウラルに秘密は持てないのだからしょうがない。

　治療院で待ち合わせている。馬を飛ばしてたどり着いたシーナは、治療院の裏手で待っていたミトリの憔悴しきった様子に、何かあったのかと慌てた。

「ミトリ、どうしたの」

　駆け寄ったシーナは、ミトリの背後にいるものの姿に気がつき、慌てて飛び退いた。

「それは何っ」

　シーナはこんな近くで狼を見たことがなかったのだ。

「シーナ様、申し訳ありませんでした……」

　ミトリはそれ以上言えず、唇を嚙みしめていた。

「アレンは……まさか、死んだの」

　それだけはあってはならない。一度、死んだものと諦めたこともあったが、今は心を失ったとはいえ、アレンは生きているのだ。やっと再会したというのに、またもや失うのはあまりにも辛かった。

「生きていらっしゃいますが、ハイルに……奪われました」

「ハイルに……」

　あの残酷なハイルがアレンを手に入れたら、どんな苦しみを彼に与えるだろう。恐れる心がなくても、体は痛みを感じるはずだ。アレンの苦しみを思うと、シーナは叫びだしそうになった。

「ウラルはどこ。まさか……」

　のそのそと狼は前に出てきて、シーナにこくんと頭を下げた。

「ウラルなの？」

　さらに何度も、狼は頭を下げる。シーナは狼に近づき、真っ黒な被毛に覆われた背中に触れた。

『すまない、お嬢ちゃん。神様、失敗しちまったよ』

「ウラル……」

『人間を甘くみちゃいけないってことだな』

「アレンは、どうしたの」

『こいつと交換だ。安心しろ。刺客のアゼルは人は平気で殺すが、狼は殺せないおかしな男だ。この狼のためなら、ハイルの魔の手から、アレンを守ってくれるだろう』

「そんな、そんなことって信じられる」

　シーナの心に失望感が広がる。ウラルを信じて、アレンの体を貸し与えたというのに、あの冷酷なハイルに拉ら致ちされてしまったというのか。

『シーナ。失敗したことは認める。謝るから、どうか、信頼だけはなくさないでくれ。俺は何としても、アレンの体を取り戻すから』

「ハイルのことだわ。もうアレンを殺しているかもしれない」

　ついに耐えかねて、シーナはミトリに縋りついて泣きだしてしまった。

「何のお役にも立てず、申し訳ありませんでした。でもシーナ様、私はウラル神を信じます。アレン様を取り戻しに行きましょう」

　ミトリも沈痛な面おも持もちで言う。

「だって……どうやって」

『心配するな。この狼の鼻は特別だ。しかもアゼルのところに帰りたがってるから、黙っていても案内してくれる。今でも、走りだそうとするのを抑えるのがやっとだ』

「無理よ。ハッシュウィルの無敗軍団の真ん中に、二人と一匹で行けっていうの」

『確かに二人では不利だ。もう何人か連れていきたいが、そうなると俺達の秘密がばれちまう』

「そんなこと平気。ばれたって構わない。それよりアレンを取り戻すほうが大事だわ」

　シーナに同意を示して、ミトリも大きく頷く。

「アゼルはかなりの手練れです。私の剣を折られました」

「何ですって！」

「しかも狼の群れまで仲間にしていると、噂で聞きました。狼は強い獣です。油断していると、屈強な騎士でもやられてしまいます」

　ミトリの言葉に、シーナはじっとウラルが入った狼の体を観察した。

「そうね。犬よりはるかに大きいし、牙がすごいわ」

　こんな獣が何頭も襲ってきたら、やはり二人では無理だ。ウラルにだって限界があるのは、もうシーナにもわかっていた。

『こんな時に頼りになるのは誰だ？』

　シーナは一瞬、ゴート王のことを考えたが、慌てて脳裏から消し去った。

「あの方には頼めない。そうなったら」

　赤髪のジュード。レディ騎士。そしてバズ。もっとも信頼できる仲間といったら、以前、ハッシュウィルの爆薬庫を一緒に襲ってくれた彼らだ。

「騎士団の野営地に戻って、信頼できる騎士を集めてきましょう。そろそろ夜明けです。みんな目覚めている頃でしょうから」

「そうね。やっぱり一人では、無理なのよね」

　誰の力も借りずに、助けられるものなら助けたい。けれど無理なものは無理だと、潔く認めないといけなかった。

『ところでお嬢ちゃん』

　ウラルは狼らしく、後ろ足で首筋を搔きながら言った。

『神様としては、お嬢ちゃんを、そーんな悪い子に躾しつけたつもりはないぞ』

「何のこと？」

『ま、いいけどね』

　狼が笑った顔など、誰も見たことはない。けれど今、確かにこの狼は笑っている。

「か、勝手に、人の心を読まないでっ」

『いいじゃないか。初めてのキスが、好きな相手でよかったな』

「ウラルッ！」

　側にいても、触れていなければミトリにはウラルの考えは伝わらない。そうわかっていても、シーナは真っ赤になっていた。

『シーナ。いっそ、ゴート王に打ち明けろ。こんな問題を隠しておいたら、彼の君達への信頼を失う』

「でも……すべてがばれてしまったら……」

『うまくやる。アレンの体に俺が入れば、ラウル・メイデンも簡単に復活さ。それにもっと強度のある剣が欲しい。アレンの剣の腕はたいしたものだが、アゼルの体力は獣並みだ。普通の剣で戦ったら、また折られる』

　ウラルからアゼルとの戦いの場面が伝わってきて、シーナは思わず剣を持っているような気持ちになった。

『うまくいかない。アレンは強いが、体力がない。シーナは体力はあるが、アレンより劣おとる。もし勝てる方法があるなら、ミトリ、彼に乗り移りたい』

「ミトリに！」

　名前を呼ばれて、ミトリはすぐにシーナの口元に顔を寄せた。

「私に何かお命じになりましたか？」

　ウラルはシーナとミトリの間に入って、二人に体をすり寄せた。

『アゼルに対抗できる剣士は、恐らく、ゴート王かミトリだけだろう。アレンの体がまともなら勝てるだろうが、剣の稽けい古こもしていないし』

「そんなことでしたら、いつでも。ウラル様が入らなくても、私は戦えますが」

『いや、無理だ。あいつは気を使う』

「気？」

『思いやりの気じゃない。精神エネルギーってやつだ。それもかなり強力だから、普通の人間では、思うように戦えない』

　狼の中にある記憶が、ウラルにアゼルの様々な能力を教えてくれていた。アゼルはよく気を使って、ウサギや鳥を捕る。それで狼は、いつも苦労せずに飢うえを満たしているのだ。

『しかもやつは、人の考えが読める。相手の動きがわかるから、楽に戦えるんだ』

「ではウラル様しか、アゼルとは戦えないと」

『多分な。何しろ俺は神様だから、一番強いはずなんだよ』

　ウラルは胸を反らして言ったが、シーナはつんっと顔を上げた。

「失敗したくせに……アレンを無事に連れ帰ると約束したわ」

『……』

　またもやウラルは首筋を搔き、狼とも思えぬ顔をして照れ笑いをした。
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　キスしたばかりの男を前にして、シーナはつい俯き加減になる。だが問題が問題だ。きちんと顔を上げて、頼み込むしかなかった。

「ゴート様……」

　目覚めたばかりのゴート王は、すぐにそこにいるのがラウル・メイデンではなく、シーナだと気がついた。

「レディ・シーナ。どうなさったのです。まさか兄上が戻らなかったとか」

　聡明な王は、シーナの顔色を見て、すぐに答えを導き出した。

「国境付近まで偵察に行って、ハッシュウィルの兵に捕まりました」

　シーナは動揺を抑えて、普通に何とか話そうとしたが、やはり声が震えた。

「落ち着きなさい。すぐに兵を連れて、助けに向かうから」

　ゴート王はシーナを安心させるように、そっと腕に抱いてから、優しく背中を叩いた。

　ああ、父の腕と同じだと、その時、不覚にもシーナは泣きだしてしまった。

　兄同然のミトリの胸では泣ける。けれど今、それ以外に泣ける胸はなくなった。

　だがここに、新たに泣いていい場所が見つかったのだ。

「狼を使う、恐ろしい剣士がいて、兄は剣を折られたそうです。友のミトリは逃がしましたが、兄は……そのままハイルの手に……」

「ハイルも愚かな王子ではない。すぐに殺すようなことはしないだろうから、安心して。だが、うまく作戦を立てないと、こちらも多くの犠牲を出すことになる」

　ゴート王は考え込むような顔になり、すぐに側近を呼び寄せた。

「近衛騎士団を集合させろ。それと私の剣と甲冑を」

　シーナを抱く手を離して、ゴート王は側近に近づき、何やら命じている。

　助けるとなったら、ゴート王の行動は素早かった。

「あるいはこのことが引き金となって、開戦になるかもしれない。レディ・シーナ。よろしければ、サナのところに……」

「いいえ。私もまいります」

　自分が置いていかれるなんて、シーナは思ってもいなかったので慌てた。

「あなたはレディだ。そんな危険な場所に出向くことはない」

「いいえ、いいえ。私を誰だとお思いなんですか。レディ騎士にも引けを取らない、剣の使い手で、馬術では……決して誰にも負けません」

　馬にウラルが入っていたとはいえ、武術大会の乗馬部門では、ゴート王にすら勝ったのだ。

　なのにレディ扱いされて、シーナは心底悔しかった。

「レディ・シーナ。失礼だが、戦場は狩りを楽しむ場所とは違う。レディが行く場所ではない」

「では今から、私を男とお思いになってください。何でしたら、ここで髪を切りましょうか」

　シーナは短剣を取り出すと、束ねた巻き毛の根元に押し当てた。

「……ラウルの言ったとおりだな。かなり気が強いレディだ」

　ゴート王はむっとしている。その様子を見て、シーナもさらに怒りの表情を浮かべた。

「どなたにも、私のことは理解されないのはわかっています。ですが、ゴート様。私は、自分の剣で敵を斬り、愛馬に乗ってゾエラ山を駆け抜けて生き延びました。私の神は、女性だからといって、自ら戦うことをおさえたりはしませんわ」

「ご苦労されたのはわかっている。だからこそ、このゴシュラムにいる間は、あなたを守りたい」

「では、アレンを救出するまでの間、私をお守りください」

「どうしても行くつもりか」

「はい」

「まったくっ」

　ゴート王は手荒に、着ていた服を脱ぎ捨てて床に投げつける。侍従が慌ててそれを拾っていた。

「それではレディ・シーナ。一つ、約束してくれ」

「何でしょう」

「無事に兄上を救出したら、ドレス姿で私の前に出てくるように」

「まあっ、何ですって」

「またあの素晴らしい歌声を聴きたい。だが、どうせなら美しく着飾った姿で……」

　何とも色っぽい顔になって、ゴート王は微笑みをシーナに向ける。

　シーナは真っ赤になったが、それは怒りからではなく、羞しゆう恥ちからだった。

「ラウル・メイデン、いや、アレン王子は、今では私にとって、何者にも代え難がたい盟友だ。何があっても助け出すと約束する。だが戦いの場になったら、あなただけの騎士ではいられないかもしれない」

「そんなことは、よくわかっております」

「そうか。ならば足手まといにならぬように」

「なりませんともっ」

　その時、側近があたふたと部屋に戻ってきて、ゴート王に何かを手渡した。

「いつか落ち着いた時に、贈ればいいと思っていたが、今すぐに役立ちそうだ」

　ゴート王は受け取ったものを、そのままシーナに差し出す。それは以前、何を贈ったらいいだろうかと悩んでいた時に口にした、弓と矢だった。

「失礼だが、女性の細腕で、剣を持って戦い続けるのは不利だ。見たところ、よい弓と矢はまだ持っていないように思うが」

「はい……ウラルを出る時、愛用の弓と矢は失いました」

　弓と矢を受け取ったシーナは、感激で胸が震えた。

　恐らく宝石をちりばめたネックレスを貰っても、こんなには喜べなかっただろう。

「ご厚意に感謝します」

「では、礼を貰おう」

　ゴート王はシーナに近づいてくると、素早くキスをしてきた。

『またウラルに怒られるわ』

　真っ先にシーナが思ったのは、それだった。

「ゴート様、あの驚かないでいただきたいのですが、実は、敵の捕虜がおります」

「捕虜？」

「はい。その姿を見ても、決して剣で斬りつけたりしないでくださいね」

　狼が道先案内をすることを、どう説明すればいいのだろう。

　さすがにそこまでは、シーナもまだ考えていなかった。

「兄は動物を懐かせるのがうまいものですから、今は従順です」

「白豹のことか？」

「いいえ……狼」

「狼？」

　さすがのゴート王にも、この展開は予想のつかないものだった。
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　森の奥の洞どう窟くつ。そんな場所に人がいるなど、誰が予想するだろう。入り口は狭いが内部は思ったより広く、中には古い敷物が数枚、積み重ねて置かれていた。

　アゼルは敷物の上に、アレンの体を乱暴に横たえる。

「お前達、いつも言ってることだが、俺の馬だけは食うな」

　言葉がわかるのか、狼達はアゼルの周りを取り囲み、それからアレンの匂いを嗅かぎ始める。

「そいつも駄目だ。ボズと交換する」

　何だ、獲物じゃないんだと思ったのか、狼達は外に出て、食事のための狩りに出かけていった。

「何てことだ。ボズを連れていかれるなんて……俺としたことが迂う闊かつだった。今頃ボズは、魂を食われてるんだろうか」

「リーッ」

　突然、アレンは飛び起きて、必死になって誰かを捜しだした。アゼルはその様子に、眉を顰める。

「哀れだな。ハイルに復讐するために、自らの魂を売って力を得たのか？」

　古来より、力を得るために魔物と契約する話はよく聞く。魔物との仲介をするのが魔術師と呼ばれる者達で、ほとんどはいい加減なまやかしで、騙して金だけ奪っていくのだ。

　だがアレン王子が契約したのは、本物の魔物なのだろうとアゼルは思った。そうでなければ、かつて近隣諸国に名を響かせた、美貌と聡明さを誇った王子が、こんな幼児のような姿になってしまうなど、考えられなかったのだ。

「いいか、落ち着け。おとなしくして、俺の前に座るんだ」

　アゼルが命じると、アレンは不安そうにしながらもぺたっと地面に座り込む。

「リー、リー……」

「乳母でも捜してるのか。残念だな。ここには俺と狼しかいない」

　汚れた革袋の中から、アゼルは蠟燭と分銅、それに干し肉と木の実の入った小袋を取り出した。

「食うか？」

　干し肉を示しても受け取らない。だが木の実を手にすると、アレンは大小に寄り分け始めた。

「そうか。魔物に魂を売っても、どうにか人としては生きていけるってことだな。だが王子、俺はもう少しあんたに正気に戻って欲しいんだ。あの魔物がどんなものか、教えて欲しいんだが」

　アゼルは苦労して蠟燭に火を点けた。そしてアレンの前にかざすと、低い声で囁く。

「いいか、じっと炎を見るんだ。ほうら、ゆらゆら揺れてるだろう……」

　蠟燭の灯りを受けて、アレンの青い瞳がきらきらと輝く。

「ようし、次にこっちを見るんだ」

　糸で吊るしてある分銅を、アゼルはアレンの目の前にぶら下げた。

「ほうら、みーぎ、左、ゆっくり動くのを目で追って」

　けれどアレンは、ただぼんやりとアゼルの手元を見つめるだけだ。

「右、左、右、左……見るんだ、アレン。魔物に魂をすべて食われたか？　まだ魂の欠片かけらでもあるなら、俺に答えろ」

「あーっ、リー……」

　普通の人間だったら、分銅を見つめているうちに、眠りに引き込まれていく。そして浅い眠りの状態で、アゼルに何もかも話しだすのだ。

「いいか、答えろ。魔物はどうやってお前の中に入る。やつを消すには、どうすればいいんだ」

「……リー……」

　アゼルの脳裏に、一瞬だが一人の男の姿が浮かんだ。それはアレンと共にいた、背の高い若い男だった。

「こいつがリーか。やつが魔法使いなのか？」

「リー」

　けれどそれ以上先には何も進まない。いつまでも同じ男の姿が、浮かんでは消えていくだけだ。

「ハイルへの憎しみも失ったのか？　ならばどうしてゴシュラムの騎士団などに、魔物と共に参加している。もしかして魔物は、自分がこの世界の王になるつもりなんだろうか。どうなんだ、アレン」

「……」

　男の姿も消えた。アレンの中は、何も見えないただの闇だ。

「恐ろしい。俺は、こんな深い闇を見たことがない。いや、あるか。ハイル……あいつの心の中も、荒涼としていたな」

　もし自分の心を見ることが叶うなら、アゼルは同じような闇を見ることになるのだろう。

　狼を狩る人間。人間を狩る狼。

　二つの異なるものの狭はざ間まに生きるアゼルは、双方の憎しみを抱えて生きているのだから。

「ハイルがどう思おうと、受けた仕事は仕事だ。人間を消すのは簡単だがな、魔物相手となると厄やつ介かいだ」

『神』

「えっ？」

　アゼルは何かの音を聞き間違えたのかと、周囲に目を凝らした。

「何だって？」

　確かに神と聞こえたような気がする。

「神なんてものは、俺は知らない。そうか、ウラルの人間は神を信じてるんだな。だがやつは神じゃない。人間の魂を食う、下げ劣れつな魔物さ」

『神……』

　聞き間違いではない。アレンの心の奥から、か細い蜘く蛛もの糸のようにして、言葉が上ってきているのだ。

「神か……やつが入っている間、お前の中にはおかしな光が見えた……。だが神なら、誰の上にも平等であるべきだ。ゴシュラムやウラルのためだけに働くのは、本当の神と呼べる存在じゃない」

　そこまで考えて、アゼルは深い思いに沈んだ。

　人間の社会がどうなろうと、アゼルには興味がない。どうせこの世では、これ以上の幸福もないと諦めて生きていた。

　もし不幸が襲ってくるのなら、それは仲間の狼の死だけだ。自分の死は、アゼルにとっては不幸ですらなかった。

　死んだら骨も残さず、綺麗に俺を食えと、狼達には言っている。そうすればアゼルの存在はこの世から綺麗に消え去り、いずれその名前の持っていた魔力も風化していくだろう。

　ハイルはこの世に何を求めているのだろう。

「あの男が、世界の王になったら、いろいろと面倒なことになりそうだな」

　もし本当に正義を愛する神なら、どうするだろう。正義など知らないアゼルだったが、つい考えてしまう。

「お前の神は、約束を守るか？」

　アレンは答えなかったが、アゼルは何となく守ると言われたように感じた。

「だが仕事は仕事だ。神だろうと魔物だろうと、消さないといけない。俺にも信用ってやつがあるからな」

　洞窟の入り口が、ぼんやりと明るくなっている。夜が明け始めたのだ。

「王宮でうまいものばかり食ってたんだろうな。こんな粗末なものは食えないか？　俺は狼の乳と、生肉で育ったんだ。人の食うものは、今でもほとんど食えない。木の実と果物がせいぜいだ」

　どうして自分のことを、アレンには語れるのだろう。心を失っている相手だから、何を言っても気にしないと思えるせいだろうか。

「魔物がいなくなったら、お前、どうするんだ？　あの魔術師だか騎士だかは、お前を助けてくれるつもりはあるのかな。もし誰もいなかったら……いや……無理だな……連れてはいけない」

　ふとアゼルは、アレンをそのまま連れていこうかと思ってしまったのだ。

「何を考えてるんだ、俺は」

　仲間ならいる。言葉は違っても、意思は通じる狼の仲間がいるのだから、アゼルは決して寂しくはないはずだ。

　生まれて三十年近くが過ぎたはずだが、その間に孤独などというものを意識したことは一度もない。

「やっぱり魔法だ。やつの魔力で、俺の気が萎なえてる……いいか、逃げるなよ。逃げてもすぐに狼がお前を見つける。そこでおとなしく、木の実でも齧かじってろ」

　敷物を一枚取ると、アゼルは剣を抱えて横になった。するとこれまで沈黙していたアレンは、微かな声で歌いだす。

　ほとんど歌詞は聴き取れない。だがそのメロディはもの悲しく、心の奥深くに響く。

　アゼルは涙を知らない。

　だから泣くことはなかったが、もしかしたら心の中では泣いていたのかもしれない。
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　早朝の森を、ウラルは走る。背中の毛や、長い尻しつ尾ぽが風で揺れるのが、何とも心地いい。人間の体に入って、美食をするのも楽しいが、獣となって野山を疾走するのはまた楽しかった。

　背後には、数頭の馬がついてきている。ゴート王と近衛騎士団。それにシーナとミトリ。ジュード、レディ騎士にバズを乗せていた。

　何を考えているのか、バズは巨大な豚肉の塊を馬に括り付けている。その匂いが、ウラルの食欲をたまらなく刺激した。

『うーっ、腹が減った。そういえばこの狼。まともに飯を食ってないなぁ』

　なのに狼は勝手に、アゼルの隠れ家に向かって走っていく。

『そんなにアゼルが恋しいのか。けどお前、牡おすだろうが。しかも相手は人間だし』

　ウラルの支配を振り切り、空腹さえも忘れて走る狼に、ウラルは感動していた。

『ここまで獣に愛されてるってことは、それほど悪いやつじゃないのかもな』

　人と獣が、まだ近くで生きている時代だ。人々は獣を恐れながらも、うまく共存している。ウラルは人のために尽くしているが、こういった獣にも心があることを知っているから、無駄な殺さつ戮りくを悲しむ。

　飢えを凌しのぐための狩りは必要だ。命の連鎖を断ち切ることは、神にも許されない。

　けれど人間の肥大した欲望のために、命を奪うことをウラルは許せない。それはいつか、この星の生命すべてに、悪い影響を与えることになるのだから。

「無敗軍団の野営地に向かっているのじゃないな」

　ゴート王は周囲を見回し、不審げに言った。

「アレンをどこかに隠したのでしょう」

　シーナは馬を飛ばしながら答えた。

「でも安心しました。ハイルの元にいるより、ずっと助けやすいかもしれません」

「油断するな。ハイルがそう簡単に、諦める男だとは思えない」

　その時、シーナの乗った馬が、何かに怯えて前脚を上げた。全員が周囲に視線を向ける。見ると狼の群れが、徐々に包囲を縮めて迫ってきていた。

「あなたの出番でしょ。彼らの仲間なんだから」

　シーナはウラルに向けて言う。

『言われなくてもわかってるよ、お嬢ちゃん』

　ウラルはのそのそと狼の群れに近づいていった。

『ようっ、兄弟』

　狼達はウラルを取り囲み、くんくんと匂いを嗅ぐ。そして体毛をこすりつけて、じゃれるような仕草をした。

『うへぇ、ふわふわして気持ちのいいもんだな。いつもは猫なんだけどね。たまには狼もいいかなぁ』

　匂いで安心したのか、狼は攻撃態勢を取ることもなく、アゼルの隠れ家である洞窟に向かって、皆と一緒に走りだす。

「どんな魔法を使っているのだ。レディ・シーナ、あなたの国では、獣を手なずける魔法を手に入れたのか？」

　ゴート王は信じられない様子で、前を行く狼の背中を見つめている。

「狼は人を襲う魔物だと思ってましたが、そうでもないんですかね」

　ジュードも思わず、不思議な群れを見ながら言う。

「バズ、その肉は、まさか森の中で一泊するための食料じゃないだろ」

「そうです。狼が相手だっていうからね。餌にされる前に、まずは腹一杯にしとけばいいかと思ったけど、こりゃ失敗した。こんなに数が多かったなんて思わないから」

　馬の背に括りつけられた肉を見ながら、ジュードはため息をついた。

「その程度の数じゃ、ほんの前菜だ。で、メインは俺達ってことか」

「塩も積んでますよ。狼は塩辛いのが好きですかね」

「ワインも添えろよ。酔ったら、少しはおとなしくなるかもしれないぜ」

　二人はわははと声を上げて笑う。

「ジュード、敵が潜んでいるとは考えないのか。そんな大声で話していたら、ここにいると触れ回っているようなものだ」

　レディ騎士の叱しつ責せきに、ジュードとバズは慌てて口を閉じる。けれどこれだけ大勢の蹄ひづめの音がしたら、今更居場所を隠すというのも不可能に近い。

　耳と鼻のいいアゼルが、気がつかないはずはなかった。

　洞窟の入り口で、すでにアゼルは剣を構えて一行を待ちかまえていた。

「アレン様は、どこだ」

　ミトリは馬を飛び降りて、ウラルと共にアゼルに駆け寄った。

「魔法使いはお前か？」

「私はそんな者とは違う。騎士だ」

「まぁ、いい。そういうことにしておくさ。王子なら中にいる。俺は約束を守ったぞ。そっちはどうだ」

「見ればわかるだろう。狼は連れてきた」

「たいした人数だな。そんなに俺が怖いのか」

　背後に控える一団を見て、アゼルは笑う。するとゴート王が、馬上から言った。

「どんな契約をハイル王子と結んだか知らないが、お前が捕らえた男は私の第一騎士。ゴシュラムの王として、臣下を貰い受ける」

「何だ、王様自らお迎えか。金色の王子は、愛されてるんだな」

　アゼルは口元を歪めて、ゴート王を眩まぶしげに見上げた。

「金色の王子はどうでもいい。俺はあいつに取り憑いている、魔物に用があるだけだ。余計なことかもしれないが、ゴート王、魔物を自由にしておくと、いつか御身の魂も食われて、ゴシュラムも支配されることになるぞ」

「いいえ、魔物なんかじゃないわ。あれは神よ」

　シーナはすぐに反論する。するとアゼルは、ちらっと顔をシーナに向けて少し驚いたような顔をした。

「よく似ている。兄妹か」

「魔物に魂を支配されているのは、ハイルのほうよ。ハッシュウィルは世界を支配しようとしている。今、ここで侵攻を食い止めなければ、いずれ世界中が、ウラルと同じ目に遭うことになるわ」

「そんなことは、俺にはどうでもいいんだ。魔物でも神でも関係ない。さっさと俺のボズから出ていけ」

　その時、洞窟の入り口にふらふらとアレンが現れた。

「リーッ」

　アレンはミトリを見つけると、両手を広げて駆け寄る。しっかりとミトリがアレンを抱き留めた瞬間、ウラルは二人の間に割り込んだ。

　ウラルが移動した瞬間、狼は急いでアゼルの元に駆け寄る。そして嬉しそうに尻尾を振って飛びつくと、犬のようにウォンと鳴いた。

「ボズ、魂は無事か」

　狼を抱きしめると、アゼルは再び剣を構えて、アレンとミトリを睨みつけた。

　シーナは馬から飛び降りて、アレンの側に行った。

「アレン、ああ、アレン。ごめんなさい」

　ぎゅっとシーナはアレンを抱きしめる。するとアレンは天使のように微笑み、シーナの巻き毛に指を絡めた。

　この様子では、まだアレンの中にウラルはいない。
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　ではどこにいるのか。

　ミトリは剣を構えていた。

「おうっ、こりゃ元気な体だ。かなり鍛えてるしな。この男が剣士としてそれほど強くなれないのは、気が優しくて、本来は戦いが嫌いだからだな」

　シーナにだけ聞こえるように、ミトリとなったウラルは囁いた。

「ウラル」

「シーナ、ここは俺に任せろ。やつを殺しはしないが、諦めるくらいの傷を負わせるから」

「ミトリの体よ、大事にして」

「心配ない。怪我したって、治療院がある」

　ぶんぶんと腕を振ると、ミトリはアゼルの前に出ていった。

「陛下。私はアレン王子の第一騎士。ここは騎士道に準じて、私がこの者と一対一で戦うことをお許しください」

　ウラルはゴート王に向かって叫ぶ。

「今はまだ戦ではありません。たとえ無頼の流れ者剣士とはいえ、一人に多勢でかかるような卑怯な真似は、騎士道に反します」

　その言い分に、ゴート王は頷いた。

「よろしい。だが狼達がおかしな動きをしたら、ただちにこちらも応戦する。それでいいか、狼王」

　ゴート王の言葉に、アゼルはまたもや笑わねばいけなかった。

「狼王か、おかしなことを言う王様だな。俺は騎士じゃないんでね。騎士道なんてものに従う必要はないが、まぁ、ありがたい申し出として受けてやるよ」

「そ、そうだ。こいつをやるから」

　そこでバズは馬を下り、括りつけた荷物を解き始めた。

「毒なんて仕込んでないぞ。極上の豚肉だ。これをやるから、お前らはおとなしくしてろ」

　豚肉の塊をバズは狼の群れに放り投げる。けれど狼達は、見向きもしなかった。

「えーっ、なんでぇ」

「死んでから時間の経ったものは、こいつらは食わない。しかも人の手が触れたものは、特に警戒する」

「うそっ、もったいないことした」

「それよりお前のほうを食いたいとさ」

　アゼルの言葉に、慌ててバズはまた馬に飛び乗った。

　狼達は低く唸り始めた。アゼルの緊張感が伝わってきたからだ。

　剣を構えたアゼルは、じりじりとミトリとの間合いを詰めていく。

　剣と剣がぶつかり合う音が、早朝の森にこだまする。耳慣れない音に、目覚めたばかりの鳥達は、いっせいに飛び立った。

　激しい剣の応酬で、火花が散る。ウラルが手にしているのは、ゴート王に貸し与えられた、もっとも強度の高い真新しい剣だ。顔が映るほどぴかぴかで、錆さびの一つも浮いてはいない。

　豪腕のアゼルだが、ミトリの体力だったら十分に攻撃をかわせる。アレンのような敏捷さや、放っておいても勝手に攻撃していく能力はないが、むしろ何も自ら動かないでいてくれる分だけ、ウラルは戦いやすかった。

『そうか、ミトリ。君は戦いが嫌いなんだ。本来は文官になるか、アレンの側近として政に関わりたかったんだな』

『ウラル様……』

　そしてウラルは知る。

　ミトリが抱く、アレンへの特別な思いを。

　けれどウラルにも、気づかないふりくらいはできるのだ。

「狼王、人間への憎しみを捨てろ。そうすれば、もう少し楽に生きられるぞ」

　間合いが詰まった瞬間、ウラルはアゼルに話しかけた。

「余計なことだっ」

「もう金なら貯たまっただろ。死ぬまでに使い切れないほどあるじゃないか。無駄な殺戮はやめて、狼王らしく仲間と森に帰れ」

「うるさいっ」

　アゼルの剣の切っ先が、ウラルの腹部を掠かすめたが、堅い甲冑がしっかりと守ってくれていた。

「ハイルを好きにさせていたら、やつはいつか森を焼き払う。製鉄には、大量の火が必要だ。武器を作るために、やつは森の木々を薙ぎ払い、獣達の住処すみかも奪う」

　アゼルははぁはぁと息を切らしている。けれどウラルが入っているミトリの体は、疲れるということを知らなかった。

「狼達の居場所がなくなるぞ。ハイルは兵士に与える防寒着として、狼の毛皮を大量に使うかもな」

「だ、黙れ」

　剣をも砕く、アゼルの豪腕から繰り出された一撃に、さすがのウラルも腕が痺しびれてくる。息が上がっていても、諦めずに攻撃を仕掛けてくるのはさすがだった。

「ハイルに貰った金なんて返せ。いずれウラルが復興したら、何倍にもしてくれてやる。もっと大きな目で、世界を見るんだ、狼王」

　アゼルはもう返事もしない。話していたら、余計に息が苦しくなるとわかっていたのだ。

「俺を狙っても無駄だ。俺は死なない。なぜなら……神だから」

「魔物だ……」

「考えろ。魔物だったら、とうにゴート王に取り憑いて、世界を支配している。そんなこと簡単だが、俺はしていない。なぜだかわかるか」

　劣勢になってきたアゼルは、かなり最初の場所から後退していた。周りは木々に囲まれていて、大きく剣を振り回すこともできない。

　するとアゼルは剣を捨てて、ウラルに飛びかかってきた。

「おおっと、組み手かぁ、こりゃまずいっ」

　中にいるミトリも慌てている。なぜならミトリは、組み手があまり得意ではなかったからだ。

「いいのか、俺に抱きついて。そっちに移動するぞ」

「できるものか」

　強い気を持つアゼルの中に入り込むのは、ウラルにも難しい。けれどウラルは、触れただけで意志を伝えることはできた。

『できるさ。どうだ、頭の中で声がするだろう。見えるぞ、アゼル。お前の心の闇まで見える』

「黙れっ」

　ミトリの体にのしかかってきたアゼルは、渾こん身しんの力を込めて首を締めつけてくる。だが体力の限界が気を緩めていて、その一瞬の隙にウラルはアゼルの中に移動した。

「……何だ……」

　アゼルはぶるぶる震える手を離す。ミトリは大きく咳せきをしながら、アゼルの体を押しのけて離れた。

「そんな……」

『宇宙を見せてやるよ、アゼル。そして時の流れを見よう。なぁ、命は自分だけのものじゃない。すべての命が一つとなって、世界を、そして宇宙を作っていくんだ。憎しみを捨てろ、アゼル』

「う、うわーっ」

　アゼルは頭を抱えて、ふらふらと歩きだす。そして木に頭をぶつけて、中からウラルを追い出そうと必死になっていた。

『たいした精神力だ。狼王、貴殿を尊敬する』

「何を見せてる……星が……うう……光が……」

『時の流れの中では、人間の一生なんてほんの瞬またたきに過ぎない。だからこそ、命を大切にしろ、アゼル』

「……うう……」

『特別な力を持っているのに、命を奪うことだけに使うな』

　もう少しだ。あと少しで、アゼルの心の深しん奥おうにたどり着く。そう思ったウラルだったが、狼の遠吠えがいっせいに始まって、現実に戻ってしまった。

『何だ、あの声は』

『警戒している。人間……それに犬と馬だ』

『ハイルだな。それに無敗軍団』

『そうだ』

『出ていってやるから、狼を一頭貸してくれ』

　アゼルが口笛を吹くと、ボズが寄ってくる。その体に触れ移動を開始する前に、ウラルはアゼルに告げた。

『狼達を連れて逃げろ。仕事を放り出した卑怯者となじられても、いずれ歴史の中で、自分のとった行動の正しさに気がつく。つまらないプライドは、ハイルに貰った宝石と一緒に、さっさと捨てちまえ』

『お前は……誰だ』

『だから、何度も言ってるだろ、神だって』

　ウラルはそのまま狼の中に移動して、急いでミトリの元に駆け戻った。

『ミトリ。ハイルと無敗軍団が近づいている。撤収だ』

「……はいっ……」

　ウラルが抜け出した途端、激しい疲労感に襲われていたミトリだったが、その一言で立ち上がり、気力を取り戻した。

「陛下、ハイルと無敗軍団がこちらに向かっています」

　まだ誰にも蹄の音は聞こえない。ゴート王はミトリの言葉をすぐには信じなかった。

「どうなっている。あの男は魔法使いなのか」

「狼が教えてくれました」

　全員が耳を澄まして、近づいてくる敵の気配を確認している隙に、ウラルは素早くアレンの中に戻ろうとしたが、じっとレディ騎士が見つめていることに気がついた。

『あれま、レディ。そんなに見つめちゃまずいって』

　シーナはすぐに狼の中にウラルがいることに気がついたが、ウラルがレディ騎士を見つめているので、狼の体に触れてみた。

『ウラルよね』

『レディ騎士が、俺の着替えを盗み見してるんだけど。恥ずかしいから、見ないでちょうだいって、言ってくれよ』

『う、うわぁ、レディ騎士は苦手だわ。どうしよう』

　アレンはシーナに抱きつき、まだ巻き毛を指に絡めてぼうっとしている。アゼルにおかしな術を使われたと、後でいくらでも誤魔化すことはできるだろうが、ウラルが移動する場面を見せるのはまずい。

『何とかしろ。狼はすぐに返さないと、やっと少しアゼルの心を開いて、信頼を手に入れたのに、またへそ曲げるぞ』

『うーんっ、もうっ』

　シーナはにこっと笑って、レディ騎士に向けて振り向いた。

「レディ・ジョージア。あの、弓矢はお得意？」

「……今は、持っていないけれど、得意ですが、何か？」

「今度、狩りをご一緒しましょう」

「……」

『余計に疑われるぞ、シーナのバカ』

『バカとは何よ。神様のくせに』

　仕方なくシーナは、アレンの体をずるずると引きずっていって、レディ騎士の視野から遠ざけようとした。

　けれどそれがまた、さらに不信感を増してしまったようだ。

　その時、うまい具合にミトリが近づいてきた。

「リーッ」

　アレンはミトリに向けて、両腕を広げる。

「アレン様、ご無事で」

　ミトリの体は大きい。すっぽりと包み込むようにしてアレンを抱きしめた瞬間、ウラルは素早くアレンの中に移動した。

『ミトリ、ありがとう、助かった』

　ウラルが入った瞬間、ミトリががっかりしたのを、ウラルは感じる。無心に懐くアレンを、ミトリは望んでいたのだろう。

「アレン様、お疲れでしょう。治療院にお連れします」

　ミトリはわざと、みんなに聞こえるように言った。

　その時、蹄の音がはっきりと聞こえてきた。かなりの数だ。

「撤収だ」

　ゴート王の掛け声に、全員が馬の手綱を握る。ウラルは迷うことなく、シーナの馬に一緒に乗った。

　その動きの機敏さに、レディ騎士はじっと目を注ぐ。

『あのおねぇちゃん、こわーい』

　ウラルはぼやいた。

『俺の秘密がそんなに知りたい？』

『だったらもう少し、演技とかしたらいいのに』

　シーナは文句を言ったが、もう遅かった。急に正気に返ったアレンの姿に、誰よりもレディ騎士は興味を覚えたようだ。

　アゼルは洞窟の中に一度戻り、荷物を取り出すと馬に積む。そして口笛を吹くと、狼達を集めた。

　無言のうちに、アゼルはアレンとなったウラルを見つめる。本能でアゼルは、今、ウラルがどこに入っているか嗅ぎ分けたのだろう。

　ウラルも黙ってアゼルを見つめる。

『あいつな。死ぬ時は、仲間の狼に体を食わせるつもりなんだ』

『えっ…』

『狼は病んだ動物から食べていくそうだ。そうやって健全な命を守っているんだって。だから自分も病んだら……』

　ふっとウラルの意識が揺れる。

　それをシーナは、ウラルの涙だと感じた。
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　犬達は忠実に狼の匂いを追う。そしてたどり着いた先には、とんでもない贈り物が犬達を待っていて、愚かな犬達は職務を忘れ、極上の豚肉にかぶりついていた。

「何をしているっ！」

　ハイルは怒り、馬で犬達を蹴散らした。

「確かにここにいた」

　周囲の木には、所々枝が折れたり、幹が傷付いたりした痕があった。しかもどれも真新しい。誰かがここで剣を振り回した結果だ。

「追え。まだ遠くには行っていないはずだ」

　洞窟の前に差しかかったハイルは、入り口に下がった木の枝に、見覚えのある袋が括りつけられていることに気がついた。近づいて袋を手にすると、中にはやはりアゼルに支払った宝石が入っていた。

「裏切ったか……どうせここで、やつも一緒に始末するつもりだったが」

　無敗軍団の兵達は、背に皆、弓矢を背負っている。狼を狩るためだった。

　狼さえいなければ、アゼルごときはハイルの敵ではない。アレンがいたせいで油断したことを、ハイルはしたくもないが後悔していた。

　しかもアゼルには、誰にも知られたくない複雑なアレンへの想いを読まれている。

　ハイルはそれが許せない。だったらいっそ、アゼルもアレンも殺してしまいたかった。

　一番欲しかった、アレンの崇高な魂はどこにもない。抜け殻のアレンには、ほんの慰み者にする程度の関心しか持てなかった。

　ただ美しいだけの若者だったら、いくらでも簡単に手に入るが、そんなものいくらあっても嬉しくはないのだ。

　気高い王子のアレンが欲しかった。

　他ならぬハイル自身が、アレンの魂を奪ったことを、ハイルはまだ知らない。魔物のせいだと、本気で信じている。

「あの魔物をどうにかしないと……」

　ハイルが一番恐れているのは、魔物が今度はゴート王に取り憑くことだ。ゴート王は兵も持っていれば、かなりの資産も蓄たくわえている。国は豊かで、民の数も多い。

　魔物がゴート王に取り憑いて、ハイルと同じように、世界を征服するという野望を実現し始めるのが怖い。

　誰も持っていないような知識を、魔物は持っていて、時にはハイルの上をいっていた。

　あの魔物は、いつ生まれたのだろう。

　なぜ、取り憑く相手にアレンを選んだのか。

「交渉するか」

　馬の蹄の跡を追いながら、ハイルはふと考える。

　ゴート王といるより、自分と組まないかと交渉してみたい。いっそアレンを捨てて、自分の弟のラスタに閉じ込めてみたらどうなるのか。

「そうか。やつがこの世に生まれた目的を知ればいい。飼い慣らせればいいだけだな」

　最後の手段として、自分の体を与えてもいいとハイルは思った。それをして最強の力を手に入れることができるのなら、むしろ魔物を消してしまうより、仲間に引き入れたほうがずっといい。

「ハイル様、見つけました」

　先頭を行っていた兵が、大声で報告してくる。

「矢の届く距離か」

「はい。しかもハイル様、ゴート王がおります」

「何だって……」

　ハイルは他の兵の馬を追い越し、先頭に出た。

　森はその先で終わっている。下は河原になっていて、そこがゴシュラムとハッシュウィルの国境になっていた。

　河原を馬に乗った一団が駆け抜けていく。先頭を行くのは、確かに黒髪のゴート王で、いつものように屈強な近衛騎士団を引き連れていた。

　その後ろの一団の中、一ひと際きわ目を引くのが、金の髪の二人だ。同じ馬に乗っていて、手綱を取っているのが王女だろう。

　まるで絵のように、美しい兄妹だ。

「どっちだ。どっちに入っている」

　あの中の誰かが、体内に魔物を宿している。どうやったらその魔物を手に入れられるのか、ハイルは必死で考えていた。

「あれはただの入れ物だ」

　アレンを見ながら、ハイルは呟く。

「もう必要ない。私には、いらぬものだ」

　本心だろうか。ハイルはよく自分にも噓をつく。そうしなければ、人並みの感情に流される愚かな男だと、自分を卑ひ下げしなければいけなくなるのがたまらないのだ。

　その時、最後尾を走っていた、黒い馬に乗り、黒い甲冑を身につけた騎士が後ろを振り返り、無敗軍団に気がついた。

「追いつかれた」

　甲高い声が叫んで知らせると、一団の馬は速度を増す。

「ハイル様、じきにゴシュラムの領地に入ってしまいます。追いますか」

「いや……もういい……どうせゴシュラムの領地に入ったら、兵や騎士が待ちかまえている」

　珍しくもハイルは、あっさりと諦めた。

　ここで逃がしても、どうせ戦場で出会うことになる。

　ゴート王やゴシュラムの主おも立だった騎士を殺してしまえば、魔物もあるいは行き場を失って、自分の元に来るかもしれないと、ハイルは考えていた。
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　アゼルの魔法で、まだ意識がはっきりしないという理由で、アレンはそのまま治療院に入った。

　ゴート王は治療院の周囲に警備の兵を置き、アレンの回復までの安全に備えさせた。

　大食いメイデン子爵が病気だという噂は、すぐにゴシュラムの町に広がった。そのせいで、連日治療院の前には、様々な贈り物がラウル宛に届けられるようになったが、ほとんどが食べ物だ。

　それぞれの家で焼かれたパンや焼き菓子、果物とワインとチーズ。中にはよく卵を産むからと、生きた鶏を差し入れる者もいた。

『愛されてるな、ラウル・メイデン』

　久しぶりに白豹の体に入ったウラルは、治療院の二階の部屋から、早朝だというのに治療院に貢ぎ物を届ける人達の姿を見下ろしながら言った。

『嬉しいか？』

「いいえ……」

　治療院が貸し与える寝間着姿のシーナは、ベッドに起き上がり、白豹を撫でながら言う。

『何で。素直に喜べよ』

「だって、ラウル・メイデンがウラルのアレン王子だと知ったら、あの人達は裏切られた気持ちになるんじゃないかしら」

『ほぅっ、そうかな』

「そうよ。だって自分の国の人じゃないんだもの。いずれアレンは国に戻っていく人よ」

『じゃあ、シーナがここに残ればいい。そうすればアレンは、国王の義兄弟だ』

「……ウラル……」

　シーナは白豹の耳をきゅっと引っ張った。すると白豹は大げさに身をくねらせて、痛がってみせる。

「ミャーオゥ――ッ」

「猫のふりなんてしないでっ」

　またもや若い娘が数人、籠の中にパンを入れて運んできた。今やラウル・メイデンのパン好きは有名で、娘達はそれぞれ工夫したパンを焼いて持ってくる。

　当然、揚げパンもあって、つい先日は中に焼いた肉を詰めたものがあって、そのうまさをシーナが絶賛すると、翌日からはその手のものが大量に増えていた。

「このままじゃラウル・メイデンが、ゴシュラムのパンの歴史を書き換えてしまうわ」

『いいじゃないか。食文化というのは、ある意味、重要なものだ。栄養学の知識も増えれば、人間はより健康に、長生きできるようになる』

「あら、ウラルはただおいしいものが食べたいだけじゃないの」

　その時、明らかに宮中からと思われる、瀟しよう洒しやな馬車が治療院の前に止まった。

『おっ、まずいな。王様か？』

「いいえ、レディ・サナよ。ウラル、急いでっ」

『おうっ！』

　ウラルはすぐに白豹から抜け出して、シーナの中に入ってくる。

　金の巻き毛。桜色の唇。ふっくらとした乳房を持つ、美しい十七歳の姫は、その瞬間、瘦せた優しげな若者の姿に生まれ変わる。

　巻いていた髪は真っ直ぐになり、胸は平らになって、少しだけ肩幅が広くなった。

　喉には微かな突起があり、下半身にもそれらしい膨らみがついている。足はほっそりとしたままだが、ごつごつとした感じになっていた。

「よしっ」

　シーナはベッドに潜り込む。ウラルが抜け出しても、今ではすっかりシーナに懐いている白豹は、シーナの足下に丸まって横たわっていた。

「メイデン子爵。失礼いたします。レディ・サナが、お見舞いにお越しですが」

　神官が遠慮がちに声をかけてきた。

「どうぞ……」

　シーナはいかにも今目を覚ましたという様子で、もそもそとベッドに起き上がる。

「レディ・サナ。こんな姿で申し訳ありません。おかしな薬を使われて、しばらく体が自分のものではないような状態でして」

　濃い緑色のドレス姿のレディ・サナは、手にした籠をそっとシーナに差し出して微笑んだ。

「顔色がよろしくてほっとしましたわ。今日は、陛下よりお預かりしたお届け物もありますの」

「ああ、どうぞ。宮中のように、クッションのある椅子ではありませんが」

　粗末な木の椅子を、シーナはレディ・サナに勧めた。

「あっと、すいません。こんなところに獣がいて。懐いております。人を嚙んだりは決してしませんから」

「平気ですわ。私も今度、小さな猫を飼おうかしら」

　サナは華やかな笑顔を向ける。

　その時シーナは、何かを強く感じ取った。

　それは複雑な感情の波だ。シーナも最近になってより深く経験したからこそわかる。

　レディ・サナは恋している。

　同じ女性だからこそ、シーナには今のサナのささやかな喜びが、手に取るようにわかってしまったのだ。

　たいしたことではない。けれど恋する女性にとって、部屋で好きな男と二人きり、近い距離で話をするということは、特別に嬉しいことなのだ。

　レディ・サナは今、そんな喜びに浸っている。

「陛下の預かり物とは何でしょう」

「妹君にと……」

　レディ・サナは従者に部屋に運ばせた箱を、そっとベッドの上に置いた。

　中身は見なくてもわかる。

　ドレスだ。

「また宴でも催すつもりですか。戦を前に、お慎みくださいと、陛下に申し上げてくださいませんか」

　シーナは怒ったように言う。するとレディ・サナは、不思議そうな顔をした。

「以前、宴の夜、私とも踊ってくださいましたよね」

「え……ああ、はい」

　アレンの体に入ったウラルは、いったい何人の女性と踊ったのだろう。もちろんその中には、レディ・サナもいたのに違いない。

「あれは、あなたではありませんね」

「……」

　レディ・サナは微笑んでいる。恋した乙おと女めの気配を漂ただよわせ、とても幸せそうにしているのに、言っていることは恐ろしいほど真実を言い当てていた。

「私にはわからなくなりました。私と踊ってくださった方は、この治療院にいらしたけれど、私をまともに見ようともなさらなかった」

「……」

　レディ・サナは、アレンに会ってしまったのだ。

　そして彼女は、真実に近づいてきている。

「メイデン子爵。あなたはだあれ。本当のあなたは、誰なのですか」

「レディ……どうして私ではないと疑うのです。あれは私です」

　それでもシーナは噓をつく。レディ・サナは目を伏せて、悲しげに首を振った。

「あの夜のあなたは、青い、とても美しい目をしていらした。もちろん今のあなたの瞳も美しいけれど……緑ですね」

　シーナの顔から血の気が引いた。うっかりしていて、いくら顔立ちの似ている双子とはいえ、目の色が違うということを忘れていたのだ。

「誰もまだそのことに気がついていませんわ。でも、あなたがラウル・メイデンではなく、アレン王子だとしたら、今にその違いに気がつく者も出てくるでしょう」

「サナ……」

「ご事情がおありになるのは、お察しいたしますわ。そして……あなたが不思議な力を持っていらっしゃるのも、私は信じます」

　レディ・サナは宮中に閉じ込められて暮らしながらも、驚くほど洞察力に優れた、賢い女性だった。あるいは外に出られない分、思索に耽ふける時間が多くて、いろいろと考えることができたのかもしれない。

『賢かしこい女性だ。シーナ、もしシーナと出会わなかったら、彼女はゴート王にとって、いい妻になったかもしれないな』

『そうね……』

『けどな。それで彼女が、幸せになれたかどうかはわからない。賢すぎる女性にとって、宮中は生きにくい場所だ』

『ウラル、慰めてくれるの』

『誰を慰めるんだ。シーナか？』

　シーナにもわからない。ゴート王と結婚しても幸せになれないとしたら、いったいレディ・サナの幸せは、どこにあるというのだろう。

「メイデン子爵。あなたが本当に、海の果ての国からいらした、ラウル・メイデンだったらよかったのに」

　レディ・サナは微笑みながらも、綺麗な大粒の涙を一粒零した。それを見た瞬間、シーナの目からも、同じように涙が湧き出る。

「ごめんなさい、サナ。私は……」

　ウラルの第一王女、シーナ・ウルナイ・ハングリヤ・イザベヤーニ。その名前が口をついて出かかったが、あえてシーナは沈黙した。

「不思議でしたの。私、ダンスをとても楽しみにしていました」

「えっ」

「メイデン子爵と踊れると思って。あなたにも、そんな気持ち、おわかりかしら」

　ハンカチで目元を拭いながら、レディ・サナは優しい微笑みを消さないまま言った。

「なのにメイデン子爵と思われる男性の手を取った時、はっきりと違うと感じました。あの方とは違う。何かが違うと……」

「どこが違うんです」

「わかりませんわ。でもきっと、殿方にはわからないのだと思います。私は……あなたの美しい金の髪や、体つきを好きになったのではありません」

　穏やかに話し続けながら、またもやレディ・サナは目元を拭う。

　この美しく、思いやりに溢れた人を泣かせてしまったことで、シーナの胸は痛み、また新たな涙を誘われた。

「すべての人に対して、深い慈愛の心を持つ、あなたという人となりに恋したんですわ」

「サナ」

「そして女性を、王宮の飾り物のように扱わず、人として見てくれる、そんな方だと期待したのだと思いますが、それもそのはずですわね。だって、メイデン子爵、あなたは……」

　女性でしょう。

　レディ・サナもまた、そう言いたかった言葉を吞み込んだ。

「私、夢に恋しましたの。でも、あなたを責めるつもりはありませんわ。むしろ、私の目を開いてくれたことに、とても感謝しております」

　レディ・サナは手を伸ばしてきて、シーナの手を握った。その手は女性らしく柔らかい。剣を握り続けているシーナの手は、もう女性らしい柔らかさを失っていて、硬く、力強くなっていた。

「陛下は、志こころざしの高い、立派なお方です。けれど幼少の頃より、何でも自分の思うようになさっていらしたから、少し強引でわがままなところがあります」

「そ、それはそうですね」

「時には、誰の意見にも耳を貸さない、強情なところもあります」

「は、はい、そう思います」

「ですから陛下には、はっきりと自分の意見を言えて、時には叱しかれるような方が必要なんです」

　もうレディ・サナの瞳からは、涙は消えていた。代わりにいたずらっぽい笑いが、目元に浮かんでいる。シーナはこの時、レディ・サナを本当に好きだと思った。
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　やはりシーナも王族として宮中にいた間、本当に心を許せるような女性の友を持つことはできなかった。王女は特別な存在だ。貴族の娘達は、シーナと仲良くなりたくて近づいてくるが、皆、何でもシーナの言いなりになる。それが面白くなくて、シーナは女性達の集まりに出るのを嫌がっていたのだ。

「あなたは私に、この治療院の開設を願いました。私、生まれて初めて、自分から貴族の皆様や、町の富裕な方のところにまいりましたの」

「それは本当に感謝しています」

「いいえ、感謝するのは私のほうですわ。皆様、ちゃんと私の話に耳を傾けてくださいました。そして病人のためにならと、様々なものを提供してくださったんです」

　生き生きとレディ・サナは話しだす。そんな表情を見ていると、いつかシーナの口元にも、微笑みが戻ってきていた。

「つい先日、私ね、ここで初めて、お産に立ち会いましたのよ」

「えーっ」

　レディの嗜たしなみも忘れて、シーナは思わずのけぞってしまった。

「何でも難産で、とても自宅では産めないような状態だったらしいんです。神官の皆様は、殿方なのに、とても立派に処置されていました。そうしてね、無事に産まれたのが、とっても大きな男の子だったんです」

「そりゃ、大きくなりすぎたら、難産でしょうね」

　シーナは頷きながら、自分がレディ・サナとの会話を心から楽しんでいることに気がついた。

「もし治療院がなかったら、あの母子は死んでいたでしょう」

「……」

「死は避けられない運命ですけれど、もし救える命があるなら、一つでも救っていきたい。私は非力で何もできないと思ったけれど、必死になって痛みに耐える女性の手を握り、汗を拭うくらいはできました。それがとても嬉しいんです」

　そこまで話してレディ・サナは満足したのか、シーナの手を離して立ち上がった。

「メイデン子爵。もし私にできることがあったら、いつでもおっしゃってください。お力添えいたしますわ」

「ありがとうございます」

「妹君にもよろしくお伝えください。もし宮中でお会いできたら……今度は、ゆっくりとまたお話ししてみたいです」

「……伝えておきます……」

　シーナはレディに対する礼として、その手を取ってキスするべきか迷った。けれどレディ・サナは手を差し出さず、軽くドレスの裾すそを摘つまんで、女性同士がする挨拶だけして立ち去った。

　一人残ったシーナは、窓からサナが出ていく様子を見守る。

　もうレディ・サナが実質上、この治療院を運営していると知っているのか、病人やその家族が、レディ・サナを見送るために外まで出てきていた。

『あれだな。今度は少し、目の色青くしてみるか』

　ウラルの呟きに、シーナは返事をしない。

『どうした、お嬢ちゃん』

『彼女なら、アレンと婚姻してもいい』

『そりゃあ、違うよ、お嬢ちゃん』

『どうして。アレンは私とそっくりよ』

　大勢の人達に会え釈しやくしながら出ていくレディ・サナは、馬車に乗り込む時に顔を上げた。そしてシーナが見ていたと知ると、小さく手を振った。

　シーナもそれに合わせて手を振る。

『何で、アレンじゃ駄目なの』

『そりゃそうさ。彼女が恋した相手は、この俺なんだから』

『……何よ、それ』

『だってそうだろ。ラウル・メイデンは、シーナでもあるが、俺でもある。神様に恋しても、そりゃ報むくわれないさ』

　何て自うぬ惚ぼれの強い神だろうとシーナは怒ったが、確かにウラルの言うとおりだった。

　治療院の提案をしたのもウラルだ。騎士団を集合させたのもウラルだ。何もかも、ウラルがシーナの体を借りてやっていることで、ラウル・メイデンが夢の人間と言われたら、それが真実なのかもしれない。

『お嬢ちゃんは、こんなに魅力的な俺よりも、王様が好きなんだよなぁ』

『しょうがないでしょ。飼かい葉ばを貪ってたり、鳥を捕まえて喜んでる姿も見てるのよ。それで恋しろって、無理に決まってるわ』

『おお、冷たいお返事だこと』

　ウラルはまたシーナの体から出て、白豹の中に入ってしまった。するとシーナは、何ともしれない寂しさを感じる。

「ずっと一緒にいられないのはわかってるわ。だけどウラル、本当はあなたのこと、大好きよ」

　白豹を撫でながら、シーナは呟いた。

「だけどあなたに恋することなんてできないじゃない。だって、今は、私があなたで、あなたが私なんだから」

『そうさ。だがそれも、ハッシュウィルとの戦までだ』

　もうお互いにわかっている。

　アレンを救えないなら、シーナが女王として国を治めるしかない。そうなった時には、ラウル・メイデンは消える運命なのだ。

　もしアレンが復活したなら、シーナはゴート王の求婚を受けるだろう。そうなってもやはり、ラウル・メイデンは消えるのだ。「ウラル、平和になっても、ずっと側にいてね」

『ああ、いるよ。姿形は変わっても、俺は俺だ……。何しろ、神様は死ねないからな』

　シーナは頷き、白豹の体をぎゅっと抱きしめた。
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　ハイルはじっと水晶の球を見つめていた。そして次に星図盤を睨みつける。

「そろそろだな」

　時は来た。自分にとって、もっとも勝運の高いこの時に開戦するのが、ハイルのやり方だ。

「朝か……夜か……」

　水晶の球には、燃えるような朝日が映っていたが、それはまた血の色のようで、不吉にも感じられた。

「勝機は今だ」

　ハイルはテントを出て、夜明けに近づいて明るい藍色に変わりつつある空を見上げた。

「全軍に伝えろ。今よりハッシュウィルの無敗軍団は、ゴシュラムの城を目指す。王族は見つけ次第、ただちに殺せ。王族の首を持ち帰ったものには、報奨金を与える」

　ハイルの言葉は、すぐに伝令が触れ回ることになっている。駆け出そうとする伝令を、ハイルは待てと引き留めた。

「それと金の騎士、及び、金の姫、白い大猫を生け捕りにしたものには、さらに倍の報奨金を出すと伝えろ」

「はっ」

　伝令はそれ以上伝えることはないかとしばらく待っていたが、ハイルの次の言葉がないと知ると、急いで走りだした。

「全軍、起床。今より、ゴシュラムに侵攻する」

　方々で掛け声が響く。するとじゃらじゃらと鎖くさり帷かた子びらを身に纏う音が、聞こえ始めた。

「雨はない」

　まだ星が光っている空を、ハイルは見上げた。この様子だと雨はない。火器を使用する戦だ。雨が降っては非常に不利になる。

　まだゴシュラムの兵には、開戦準備に入ったことは気づかれていないはずだ。野営地は国境より少し離れた場所にあり、見張りも強化している。

　急襲をかければ、戦局ははるかに有利になる。

「平和に慣れたゴシュラムだ。戦争は花火の合図で始まるとでも思っているのか。騎士道に従うなら、それもあるだろうがな」

　ハイルはすでに勝利したかのように、うっとりとしていたが、ふと、また側近を呼び寄せた。

「犬を放て。近くに白い大猫がいるかもしれない」

　側近は頷くと、犬係の兵を呼び集める。白豹がラスタに取り憑いてからは、ハイルも用心するようになっていたのだ。

　ワンワン、キャンキャンと吠える犬達には、かつてラスタが白豹を生け捕りにした時の網に残った匂いをたっぷりと嗅がせた。そして犬達は、野営地の周りに放たれる。

「猫に取り憑かれる前に、しっかりと吠えて報告しろよ。いいな」

　ハイルは犬達に命じたかったが、どうしてもハイルには、動物をうまく繰ることは簡単にできなかった。

　人は恐怖で支配できる。

　では獣は、何で支配されるのだろう。

　わからないことがあるのは、ハイルのもっとも嫌うところだが、こればかりはどうにもできない。

　走り去る犬達を見送りながら、ハイルは独り言を呟いた。

「崇高な王か……今に玉座から、引きずり下ろしてやるからな」

　同じように気高い人格を持っていても、なぜかゴート王をアレンと同じようには考えられない。その魂を苦しめて、暗黒の世界に引き入れたいとは思わないのだ。

　それよりもゴート王は、苦しめて殺したい。そうすればここ数日、思うようにことが運ばなかった腹いせができると思えた。

「まずはゴート王の許嫁を辱めるか。裸にして、馬に括り付けて走らせる」

　ふっとハイルは笑う。その場面を思い描くだけで、嬉しくなってしまうのだ。

「ゴート王は、少しでも苦しみが長引くようにして殺してやろう。そうだ。やつの目の前で、母親を殺すというのもいいな」

　邪悪なことを考えているだけで、ハイルは酔ったようになっていく。

「そして金の王子は……」

　やはりアレンは殺せない。裸にして首に鎖をつけて、獣のようにして飼おうかと思ってしまう。

　だがハイルの幸福な夢想も、そこで中断した。

　神を名乗る魔物がいる。

　あれを味方にしなければと、不安になってくるのだ。

　どうやったら魔物を手なずけられるのか、ハイルにはわからない。魔王との密約を結ぶには、何か儀式や生いけ贄にえが必要なのだろうか。

「アゼルに調べさせればよかったか」

　いや、裏切り者には無理だと、ハイルはその考えを追い払った。

「そうか。ウラルには神官がいたな。やつらなら、神との交渉術も知っているかもしれないな」

　けれどウラルの町から、神官はすべて追い払ってしまった。後は神殿に残った、神学の本で調べるしかない。

「まずはゴシュラムを陥落させてからだ」

　ハイルは自分で結論を出して、じっと両手を見つめた。

　もうじきこの手の中に、望んでいた世界の切れ端が入る。それがどんどん増えていけば、いつか巨大な一枚の布へと広がっていくのだ。

　犬が遠くで吠えている。けれどすぐに声はやんだ。何匹もいるのだ。白豹を見つけたのなら、もっと大騒ぎになっているだろうと、ハイルは軽く聞き流した。
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　無敗軍団が動きだした。

　ウラルはすぐにゴシュラムに戻って報告しようと走りだしたら、そこに犬達が駆け寄ってきた。

『ハイルも考えたな。バカな犬を雇ったのか？』

　狩りのために訓練されている犬だ。しかも白豹とそんなに大きさは変わらないし、何しろ数が多かった。

『よせよーっ、この間、狼に嚙まれて、綺麗な毛皮が傷物になっちまったってのに』

　犬達は興奮しているので、思うように従わせることは不可能だ。かといって犬に乗り移ってしまったら、白豹がやられてしまう。

　長い付き合いになった白豹を、ウラルはとても愛していたから、簡単にこの体を捨てて、別の生き物に取り憑くことはできない。

『うへぇーっ、バカ犬共がぁ』

　どうしようと思っていたら、その時、黒い影がまた近づいてきた。

『まだ犬がいるのかよっ』

　ところが近づいてくるその匂いが、ウラルの記憶を呼び覚ました。

『まさか』

　足を止めた。そして背後を振り返ると、いつの間にか犬達の姿がほとんど見えなくなっていることに気づいた。

　朝あさ靄もやの中に、赤い目が無数光って見える。

　犬達よりはるかに大きな獣が、赤い目でじっとウラルを見つめていた。

『狼か……』

　一頭の狼が、すたすたとウラルに近づいてくる。そして鼻を寄せて、匂いを嗅ぎにきた。

『よう、元気だったか。どうやら無事に逃げ延びたようだな』

　狼は返事をしなかったが、その全身から友好的な気配が伝わってきた。

『アゼルによろしく伝えてくれ。助けてくれて恩に着る。俺は絶対に森をなくさない。狼の住処を奪うようなことはさせないと約束するから』

　狼は返事の代わりに、ウラルの鼻先をペロッと舐なめた。

『照れるな。でも俺に惚れても無駄だぞ。何しろ、神様だからな』

　ウラルはそこでまた走りだす。ハイルが犬達が失敗したことに気がつく前に、少しでも早くゴシュラムの城に戻って、戦闘準備に入らないといけなかった。

『人が人を殺す。これを第一の罪としよう』

　ウラルは走りながら考えた。

『人が人の財産を奪う。これを第二の罪としよう』

　荒れ地を抜け、森を潜り、河原を走って、ウラルは考え続ける。

『そして……すべての生き物の生きる権利を、勝手に奪うことを、第三の罪としよう』

　人を教え導くのが、神の務めだ。

　ウラルは今、この時代に生きる人達に、新たに教えるべきことをこの三つに定めた。





つづく










　あとがき




　最後までお読みくださり、ありがとうございました。

　はい、すいません。終わりません。ごめんなさい。まだ続いてしまいます。大好きな戦闘シーンに、いったいいつたどり着けるやらやら。




　さてさて、狼やら白豹やら、今回はいつもの出たがりキャラを押さえて、動物大活躍でしたが、私のペット歴について、今回は少し書きましょう。

　これまでに飼ったペットです。

　犬が、オーストラリアンシープドッグ、秋田犬、ジャーマンスピッツ、シェパード、グレートピレニーズ、ハスキー、コッカスパニエル。

　猫がシャム、ペルシャ、オシキャット、アビシニアン、ジャパニーズ。

　鳥が、文鳥、セキセイインコ、鶏。

　魚が、金魚、鯉、グッピー、メダカ、鯰なまず、名前も忘れた熱帯魚、ベタ。

　亀が緑亀、銭ぜに亀がめ、陸亀。

　ほ乳類、他には、兎、リス、ハムスター。

　さらに変わったところでは蝙こう蝠もり。

　で、ウーパールーパーに、蛙かえるはベルツノガエル。

　虫はクワガタ、カブト、鈴虫。

　何か、書いてて、ここはどっかのペットショップかと思ってしまいました。

　いやはや、もうすごい数ですねって、自分で呆れてどうする。

　今は、落ち着いて、猫が六匹と、池に鯉がいるだけです。だけど最近、運動不足気味なので、また犬を飼いたいかなぁと思ってますが。

　いろいろと思い出はあります。失敗もありますし。

　だけどやはり犬と猫は、感情が豊かなせいか、特別に記憶に残りますね。

　一緒に暮らしている時は、そこにいるのが当たり前になってしまって、家族みたいになってしまいます。

　だけど動物の命は短いから、いつまでも一緒にはいられません。

　気がついたら、そこにいたはずのペットがいない時。

　たとえば空になってしまった犬小屋を見る時とか、餌を食べてる猫達の中に、お馴染みの柄がなかった時なんて、うっと胸に詰まるものがあります。

　悲しむことがわかっていても、私はやっぱりペットを飼ってしまいます。だって一緒に生きられる時間が、楽しいものになるとわかっているから。

　できるだけ長生きしてもらえるように努力はしていますが、やはり私自身が長生きしているせいか、別れの数もたくさんになってしまいました。

　そんな動物好きのせいか、作品の中には、様々な動物が登場します。

　特に、白豹はお気に入り。

　飼えるものなら飼ってみたーいっ。

　狼もね。




　イラストお願いいたしました、佐さ倉くら汐しお先生。いつもごめんなさいしか言えずに、ごめんなさい。なのに素晴らしいお仕事をしていただき、深く感謝しております。

　担当Ｕ様。ある意味、ウラルよりタフな担当様だと思います。深謝いたします。

　そして読者様。なぜファンタジーは長くなるのか。それはきっと、創り出した世界が、もっと知って欲しいと勝手に増殖するせいだと思っていますが、いかが？

　それではまた、次回に……うわーい、戦闘シーン……。


剛ごう　しいら拝　　　







著者
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Siira Gou




誕生日は６月９日、双子座でＡ型。

東京都出身、千葉県在住。

ただいま猫六匹と同居中。忙しくなって、犬が飼えないのが残念です。

スイーツ大好きなんだけど、ダイエットしながらってどうなんでしょ。

好奇心の塊なので、愛車のでっかい四駆に乗って、いろいろな場所に出没しています。

気がついたら、あなたの後ろに…ゴジラ似の…。







イラスト

佐倉 汐

Shio Sakura




７月３日の蟹座Ａ型、大阪府出身。現在千葉在住。時代・国・職種を問わずの「制服」好きフリー絵描き。最近、におわないタイプのものに限りですが納豆が食べられるようになりました！　オクラ・とろろ・めかぶ・つぼ漬けと混ぜて食べるのが今のお気に入りです。
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